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これからの林学教育
一一つの視点として

かみいいざか

上飯坂
みのる
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林学の難しさと楽しさ

＊東京股業大学腿学部教授

林業技術No.5411987.4

表記のテーマで何か書いてほしいという話であったが，当初からこれは

なかなか容易ではないと思い，頭の痛いことではあった。ここでの林学教

育とは大学におけるそれであるが，外国の例などを参考にしながら一つの

視点として個人的な考えを述べさせていただく。

周知のとおり,最近は森林に関連する問題への一般の関心は非常に高い。

特に環境財としての森林に対する関心の高さはかつて見ないほどである。

もともと，林学で勉強をしようとする学生の中には，何人かは必ず生物に

強い関心を持っているものがいる。その中には趣味の域を脱しないものも

いるが，植物や昆虫などのかなりの知識を持ち，大学に進学してさらに自

分の知識を深化させようという意欲を持っているものも少なくない。その

場合の林学は，彼らにとっての知識の宝庫である森林および森林生態系で

ある。

最近の大学受験用の紹介書には，林学についてかなり内容が詳しく紹介

されている大学もあり，学生の中にはそれを見て，何々大学の某教授の教

えを受けるために受験したというものもいるようである。その場合に，林

学の内容として紹介されているのが，先に述べた森林生態系とそのしくみ

を教える学としての林学である｡このような一般の通念は端的であり,わか

りやすいし，林学の学問として成り立つ場が「森林および森林生態系」で

あることは間違いではない。しかし，入学してみると，ことはそのように

簡単に割り切れないことがわかる。つまり，林学は「森林および森林生態

系」を場としながら同時に「林業」を教育研究の対象としているからであ

る。そして，従来はどちらかといえば後者つまり「林業」を中心として林

学があったといえる。したがって，従来の林学では「林業」という枠組み

の中における「森林生態系」という考え方があったように思える。しか

し，このことは「森林および森林生態系」をないがしろにしていたという

ことではない。

わが国の大学における林学は明治の初期に導入されたドイツ林学を手本

にして展開してきたことは周知のとおりである。ドイツ林学の柱となって



いたものは，いわゆる造林学を包含した森林の施業学であったから，それ

を手本にして発展してきたわが国の林学が森林の施業学を中心に進展した

ことは当然のことではあった。ドイツにおいてハルティヒの森林経営学講

義が出版されたのは，1791年（寛政3年）のことである9フライブルク等
ドイツに林業専門学校が創立されるのは,1807～12年にかけてのことであ

る。大学に林学識座が開設されるのは,それから少し遅れた1817～25年に

かけて，ベルリン大学，ミュンヘン大学等に開設されたのが最初であった

が1),ドイツにおける19世紀初頭のこの一連の林学教育機関の整術は,17

世紀から18世紀にかけてドイツで進行していた森林事情の悪化を立て直

すための手堅い措置であった。東京帝国大学に腱科大学が増設され，林学

科が開設されたのはそれから半世紀ほど後の明治23年，1890年である。

そのときの誰座は森林経理学，造林学，林政学であり，その後森林理水及

び砂防工学，森林利用学が開設され，このパターンがその後の各大学にお

ける林学構成のパターンとなった。林学に特有の一般になじみにくい用語

の並ぶ学問体系は，まさに官学であり，国有林への登竜門として恥ずかし

からざる体系をもっていたといえる。

現在の大学の林学は，林産学が学問として分離独立した点を除けば，そ

の構成はそのころと比べそれほど大きな変化はない。しかし，個々 の学問

の内容はかなり変化している。その変化をもたらしているのは実験・計測

装置の発展であったり，コンピューターの導入であったり，情報量の増加

に伴う解析能力の増大であったりするが，そのような装置や手法の新しい

発展は，個々 の学問の内容や対象をいやおうなしに拡大させる。そして，

そのような背景が「林業」を教育の対象としていた林学をして「森林およ

び森林生態系」を対象とするものに拡大しつつあるといえる。すでに以前

から「森林および森林生態系」を対象として講座を改変した大学もないわ

けではないが，それはごく一部に限られていた。林学を「林業」という枠

をはずして「森林および森林生態系」に拡大すると，教育の内容は最初に

述べた生物等に興味をもって進学してくる学生にとって興味あるものにな

ると同時に，難しさも増すはずである。以前から林学の基礎学は何なのか

という議論があり，司糒範囲が広いがゆえに必ずしも判然とはしなかった

のであるが，「森林および森林生態系」に教育の場が拡大された林学に要

求される基礎学はまぎれもなく自然科学であり，ある場合には博物学でさ

えある。ややもすれば林学は広くて浅い学問であるといわれることがある

が，林学は広くて深い学問であるし，そのような内容をもっていないこと

にはこれからの学問として成り立っていかないし，社会のニーズにも対応

できないことにもなりかねない。

シアトルにある州立ワシントン大学の森林資源学部は，アメリカの中で

も特に森林資源に恵まれた地域にある大学として知られている。アメリカ

では20世紀後半に入り，森林に対する社会的認識の高まりに即応して，林

3

1）ミシェル・ドヴェース，

森休の歴史，白水社，1973

外国における林学教育

林業技術No.5411987．4
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2)R.G.ウィルキンソン，

経済発展の生態龍リブロ
ポート，1985

3）ベントン・マッケイ，地

域計画の哲学，彰国社，
1971
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学における教育の内容をForestryからForestResources(Management)

にシフトさせる大学が続いた。これは他の国には見られない変わり身の早

さであり，アメリカに特有な合理的現実主義によるものであるともいえよ

う。

環境条件の変化に対する対応の早さは，すでに今から100年ほど前にも

発揮されていた。17世紀に入ってアメリカ東部のニューイングランドに

ダウンができて新天地への夢が膨らむのであるが，18世紀に入ると早く

もニューイングランドの入植地に貧困が現れ，農業用地がしだいに森林地

帯に広がりタウン周辺の木材が不足し始める。しかし，あくまでも広い

アメリカでは，人口密集地周辺の森林が開発されても奥地にはまだそれ以

上に広い森林が展開している。そのようにして幾何級数的ともいえる進度

で森林が開発され,1880～81年にかけてミシガン州だけで100万エーカー

の森林の2/3が伐採された2)Oこの現象は他の国，日本も含めヨーロッパ

では見られないドラスティックなものであったといえる。ところが，その

次の対応がまことに早かった。さすがにこの異常ともいえる森林開発の

状況を放置できないと見て，1882年には第1回アメリカ林業会議を開催

して対応策を検討するのである。1882年にはカナダのモントリオールで

も林業関係者会議を開いている。そのころからアメリカは人口の都市集中

に伴う都市の拡大をコントロールし，国土保全を図るための土地利用計画

を立てることになる。ベントン・マッケイがアパラチアの散歩道計画を提

案したのは1921年である3》・アメリカの大学が林学の教育内容をForest

Resources(Management)に力点を置くようになったのは，そのような

背景をもっていた。

ワシントン大学では学生に，まず林学概論を林学のイントロダクション

として教える。

ワシントン大学の林学概論の内容は次のとおりである。

I.地質的時間での森林の変化，Ⅱ、生態的時間での森林の変化，Ⅲ、

短時間での森林の変化，Ⅳ、人間の歴史における森林,V.現代における

森林，Ⅵ、林学の将来，となっている。

ここで考えられている筋書きは，ほとんど人間の関与しえない規模のタ

イムスパンでの森林の推移と，それに比べると比較にならないほどの短い

タイムスパンにおける森林の推移を巧みに対比させながら，現在の森林に

かかわる問題点を提示することである。まず，地球生態系における森林の

意味，森林遷移，気象・土壌・水循環と森林の関係について教え，動物被

害，病虫害や火事さらには人的影響によって森林は短時間でダメージを受

けることがあることを述べて前段が終わる。Ⅳ章以下では，もっぱら人間

とのかかわりについて述べる。森林における共有物概念や保存・保護の問

題をまず取り上げているのは，森林に関係して発生する問題を判断するた

めの一つの基準を示しているのであろう。V章では皆伐論争・更新問題，

水管理と伐採，野生動物と伐採等かなり生々しい具体的な問題が取り上げ



られている。

以上がワシントン大学森林資源学部の「林学概論」のあらましである

が，内容はかなり現実的即戦型である。しかし，「現代における森林」で

取り上げられる皆伐・更新問題や水管理と伐採等の問題は，まだ林学につ

いて十分な知識がない段階で，適切に教育することは決して簡単なことで

はない。話題が豊富であるだけに，学生を引き付けることができるのかも

しれないが，学生がどのように理解しているのであろうか。

森林資源学部は森林資源管理学科と林産・収漉技術学科に分かれ，それ

ぞれ履修科目の幅は非常に広く，演習林における夏期実習もわが国に比べ

てかなり長期にわたっており，全般的に実務指向の教育である。この傾向

はアメリカの大学の一般的傾向と見てよいようであり，ディユーク大学林

学部(ForestryandEnvironmentalStudies)の就職先は政府機関38%,

企業関係34％，大学研究機関12％，その他16％となっている。

次に，ユーゴスラビアのリュブリアナ大学の場合について見てみよう。

ユーゴスラビアの森林面積は912万haで，国土面積の約36%である4)。

総蓄積は11億InSで，その72%は広葉樹林であり，広葉樹製材品の輸出

国である。ユーゴスラビアがマレーシア，インドネシアに次いで，世界で

3番目の広葉樹製材品輸出超過国であることは案外知られていない。その

ように広葉樹林の経済的資源価値は高いのであるが，いわゆる高山林地帯

が全森林面積の55％になることから,森林の環境財としての資源価値を重

視している。林学科は生物工学部に属している。ちなみに生物工学部は農

業作物学科，生物学科，林学科，木材科学科，獣医学科，食品工学科およ

び畜力耕作学科から成っている。林学科は造林，森林作業，森林経済およ

び経営，風景計画の4講座で構成されている｡1949年に創設された林学

科は，ドイツ，オーストリア，フランスの林業専門学校そして特にスイス

の林業専門学校の林学教育に強い影響を受けている。教育のベースは森林

および森林生態系を中心に据え，エコノミーとエコロジーの調和を図るた

めの技術を教えることを大前提としている。4年間のうち，最初の2年間

は一般教養過程であり，3年目から専門過程に進むところはわが国の場合

と変わりはないが，専門過程に進学してからの科目がわが国に比べて少な

く18科目程度である。しかし，すべての科目に講義のほか，実験・演習

があるから学生にとってはかなりきついであろう。この大学の教育の特徴

は大学院において見られる。すなわち，大学院に進学する場合は4年間の

学部過程を終了したうえで，少なくとも2年間の林業現場における実際経

験を必要としている。教育に現場を反映させるために，研究者である教官

の研究は「産」との結び付きが強い。この点は先に述べたワシントン大学

の場合はさらに色濃く現れている。

わずかに2つの大学の例から即断することは避けるべきであろうが，あ

えていえば，わが国の林学に欠けているのは，森林風景計画と野生動物管

理の分野ではないかと思われる。

5

4）浅川澄彦，ユーゴスラビ

アの森林，林業技術;,No.
536,1986

林業技術No.5411987.'l
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しての林学
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最初に，わが国の大学における林学教育は，どちらかといえば「林業」

を中心に据える傾向があったと述べた。それでは，わが国の林学に強い影

響を与えたドイツ，オーストリアの林学が「林業」学ではなく，「森林の

施業学」を中心に据えていたにもかかわらず，それを手本にしたわが国の

それが｢林業｣を中心に据えるようになったのはなぜなのか，という問題が

残る。それを解く手がかりの一つに，我々 はドイツ語ではForstwissen-

schaftとForstwirtschaftを使い分ける傾向があるのに対して,英語を使

う場合は林学も林業もForestryとする傾向があることが挙げられる。そ

の点からすれば，林学はForestryScienCeである。この用語の使い分け

のあいまいさは，予想以上にわが国の大学の林学を狭いものにしていたの

ではないだろうか。しかし，これも先に述べたように主として研究の諸条

件の変化によって，いやおうなしに従来の林学の枠を拡大しつつある状況

を見ると，もはや用語の問題は枝葉末節となっているのかもしれない。

わが国では，亜熱帯から亜寒帯にかけて広範な林学研究を行うことがで

きるという，ある意味では恵まれた環境条件下にある。林学教育も当然そ

れに対応し地域特性を生かしながら行われているわけであるが，この点は

さらに明確にしてよい。また，大学院において研究内容の特性をより強力

に発揮させることが必要であろう。学部段階での教育はある程度の画一性

は排除しにくいとしても，大学院までも全国同じパターンであることはい

かにももったいない話である。林学の学問の内容は，比較的変わらない基

礎的な部分と，最初に述べたように計測手法や情報処理能力の進歩によっ

て非常に変化しつつある部分とがあるが，特に変化しつつある部分につい

ても対応しうるように質量ともに整備することも必要である。そのために

は，従来の「林業」学の色濃い林学に「森林および森林生態系」を意識的

に加えることによって，個々の教育内容に変革を促すことが必要である。

ただしそこで指向するのは，いわゆる「森林学」ではない点は留意する必

要がある。「森林学」では振子の振れが大きすぎるのである。

このほかに，林学と林産学の問題がある。これも重要な問題であるが，

ここで取り上げるスペースがなかった。この小論が，これらの問題を含め

て大いに論議するきっかけを与えることになれば幸いである。

取りまとめに際し，信州大学農学部の木平勇吉教授からワシントン大学

森林資源学部の資料を借用し，利用させていただいたことを付記し，同氏

には心からお礼申し上げる次第である。

＜完＞
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昭和SE年度林業関係予算案の概要

’
1．一般会計予算の概要

現下の林業をめぐる情勢は，引き続く木材価格

の低迷，経営諸経費の増大による林業経営の収益

性の低下等から林業生産活動が停滞し，民有林，

国有林を通じきわめて厳しい状況にある。また昨

今の急激な円高の進行により，木材業界の業況不

振はいっそう厳しいものとなっている。

他方，森林の有する国土保全，水資源のかん養

等の公益的機能や緑資源の維持培養に対する国民

のニーズは，最近いっそうの高まりを見せている

ところであり，21世紀にその到来が予想される

国産材時代に向けて，林業生産活動の活性化，木

材産業の体質強化を図ることが重要な課題となっ

ている。

このため，国土保全対策の充実，林業生産基盤

の整備，木材産業の振興，活力ある山村社会と林

業担い手の育成等各般にわたる施策を従来にも増

して積極的に推進していくことが必要とされてい

る。

特に，昭和62年度においては，「森林・林業，

木材産業活力回復五カ年計画」に基づく緊急対策

を推進するとともに，松くい虫被害対策の推進，

森林組合の経営基盤の強化等の諸施策を展開する

こととしている。

重点事項を中心とした林業関係施策は次のとお

りである。

（1）林野公共事業の推進

1）治山事業，水源林造成事業の推進

安全で住みよい国土づくりを推進するため，新

たに第七次治山事業五箇年計画を策定し，その初

’

年度として治111事業の緊急かつ計画的な推進を図

る･

①特に，水資源の確保上重要なダム等の上流域

の荒廃した森林を対象として，その復旧整備，水

土保全施設の整備および複層林への誘導・造成等

を緊急かつ総合的に行う水源地域緊急整備事業を

新たに実施する。

②また，市街地，集落等と山地が近接した災害

の発生しやすい地域を対象として，森林の整備お

よび山地災害の予知施設の設置等を総合的に行う

地域防災対策特別整備治山事業を新たに実施す

る。

③急速かつ計mi的に森林の造成を行う必要のあ

る水源地域において，森林開発公団が行う水源林

造成事業の事業量確保に努め，その推進を図る･

2）林業生産基雅の整備

壁かな森林資源を将来にわたって維持培養し，

わが国林業の安定的な発展および林業生産の増大

を図るとともに，森林の持つ公益的機能の維持増

進に資するため，「森林資源に関する基本計画」

の趣旨に沿い，林業生産基盤の整備充実を図る。

①林道事業については，一般林道，農免林道，

大規模林業圏開発林道等の計画的な整備を推進す

るとともに，林業地域総合整備事業および林道網

緊急整備事業等を実施する。

②造林事業については，「森林資源に関する基

本計画」の改定方向に即した森林の造成，整備に

資するため，造林補助事業体系の再編を行う。

（2）森林・林業，木材産業活力回復五カ年計画

の推進

泳業技術No.5411987.4
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昭和62年度林野庁関係予算総括表

事 項

定
円
Ｊ
業

確
噸
規
事

画
沁
新
山
円
加

計
乳
く
治
徳
叩

譲
眺
韓
蠅
幸
坪

五
備
別
釦
吟

嶬
》
鐸
癖
弛

治
投
域
災
』
替
積

次
総
地
防
規
振
面

七
Ｊ
源
域
新
投
植

僅
眺
櫟
鶴

１
２
３

掌
＊

＊

(62～66年

6,000百万円

1,058百万円

民有林*21117,2541115,053198.1

国 有林

水源林造成事業*8

造林事業

民有林*4

国有林

林道事業

民有林

一般林道*6

農免林道

繍蕊地域開発林道
うち大規棋林道

国有林

一般公共計

災害復旧等事業*6

公共事業計

【非公共事業】

林野庁一般行政

審議会

林業構造改善対策事業*7

林木育一種場運営
＊8

国有林野事業特別会計へ繰入

保安林等整備管理

24,814

18,782

39，748

34，492

5，256

78，809

75，200

57,601

5，685

11，964

11，437

3,609

279,407

6,440

285,847

24，848

19，711

38，689

33'565

5，124

76j707

73，179

56，053

5，484

11，642

11，204

39528

274,508

5,500

280,008

１
９
３
８
５
３
３
８
．
３
３
０
８
２
４
０

●
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ｅ
ｅ
●
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Ｂ
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●
●
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４
今
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７
７
７
７
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７
７
８
７
８
５
８

９
０
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
８
９

１

*4．森林総合整備事業1,260→1,360地域

*5．森林造成林道整備事業（新規）8,369百万円

*6．災害関連緊急治山等事業（新規）2,00喧万円

4，496

3

18，816

121

1,603

1，470

4,821

3

17,391

110

2，851

1，417

域
域
等

地
地
金

顕
釦
絵

↓
↓
補

沁
飯
子利

捧
葎
蓋

隠
灘

７

８

＊
＊

２
０
４
今
９
９
４

７
０
２
０
７
６

０
０
９
９
７
９

１
１

森林・林業，木材産業を巡る厳しい情勢に対処

し，その活力を回復させるため，「森林・林業，

木材産業活力回復五カ年計画」に基づき，その第

3年目として，木材需要の拡大，木材産業の体質

強化および森林整備等林業の活性化を図る緊急対

策を着実に推進する。

なお,本対策にかかわる62年度予算額は，国費

13,061百万円，融資枠150億円となっている。

1）木材需要拡大推進緊急対策

木材および木造建築物のよさを普及，啓発する

ため，モデル木造施設の建設を促進するととも

林業技術No.5411987.4

に，木材の新規用途の開発・実用,化等を推進す

る。

2）木材産業体質強化緊急対策

木材産業における事業転換等の促進に必要な設

備資金および運転資金に対する利子助成を行うた

めに必要な資金造成に助成する。

3）森林整備等林業活性化緊急対策

地域の実態に即した森林の整備と林業の生産性

の向上を図るため，新たに，従来の間伐促進総合

対策を核とし，森林の緊急整備，基幹作業道の整

備等を総合的・計画的に行う森林地域活性化緊急

61年度
予算額

62年度概
算決定額

対前年
度比 備 考
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項 ｜慧篤|隷鶏’
対前年
度比

事 備 考

森林計画

林業生産流通振興対策

森林組合助成

林業労働力対策*9

林産物生産流通
改善対策*ﾕo

優良種苗確，保

地域林業整備育成対策*'’

入会林野等高度
利用促進対簸

林産集落振興対策*ﾕ3

木材産業体質強化緊急対策

緑資源確保推進指導

林業普及指導*18

森林病害虫等防除

林業信用基金出資等

緑化推進郷

木材需給安定対策事業*'6

林業改善資金造成

間伐促進総合対策

溌急鯵,漆材産業活力回
林業試験場運営

小計

山林事業指導監督費

非公共事業計

総 計

【財政投融資計画】

森林開発公団

国有林野事業特別会計

17,300

237,000

105.8

107-6

意識の高揚を図るため，体験の森整備事業を実施

する。

さらに，粗放化が進んでいる不在村森林所有者

等の森林を適正に管理するため，不在村者等所有

森林活性化対策事業を新たに実施する。

（4）森林機能の維持増進

1）松くい虫被害対策等の推進

被害の奥地化等に対処し，的確な駆除の推進を

図るため，緊急防除を実施するとともに，新たに

ヘリコプター搬出による特別伐倒駆除を導入す

る。

林業技術No.5411987.4

対策を実施する。

（3）林業経営の活性化

1）国産材供給体制の整備

国産材の安定的な供給体制を整備するため，新

たに林業情報システムの開発および素材供給基地

整備パイロット事業を実施する。

2）担い手の育成確保

新たに，林業担い手の計画的な育成と労働安全

の確保を図る地域林業担い手育成確保対策事業を

実施する。

また，森林・林業および林産業に対する国民の

百万円
４
４
今

４
０

３
○
診
〃
９

１
５

179

537

1，668

254

469

87

1，720

987

3

5，137

6，297

579

397

８
３
９

６
３
０

５
１
２

１

１

１

０１

(13,061）

6，151

64,312

41

64，354

344,362

18，300

255,000
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2）適正な森林整備の推進

水源地域緊急整備事業を新たに実施するととも

に，国民参加および費用負担による水源林等の森

林整備を推進するため，全国基金の創設を促進す

る森林整備推進事業の推進を図る。

（5）山村振興と森林の総合的利用の促進

国民の森林に対する多様な要請にこたえるとと

もに，山村，林業の活性化に資するため，分収林
もり

制度等を活用した国民参加の森林づくりと，保健
もり

休養等森林を多面的に利用するために必要な森林
もり

づくり，施設整備を総合的に行う森林とのふれあ

い環境整備事業を新たに実施する。

また，医療，教育，文化等森林の高度利用に資

するため，森林の整備・改良をモデル的，実証的

に実施する森林利用高度化対策事業を新たに実施

する。

（6）木材需要の拡大と流通対策等の充実強化

物流コストの縮減や配送サービスの向上を目指

した効率的な物流システムの構築を促進するた

め，木材共同輪配送モデル事業および主として国

産材を製材する製材業者等が，リース制度を活用

して乾燥設備を導入する場合に，リース料の一部

を軽減する木材流通改善設備導入促進事業を新た

に実施する。

（7）林業金融の充実，林業技術の高度化等

1）林業金融の充実

農林漁業金融公庫林業関係資金については，森

林整備の推進，林業生産活動の活性化の促進のた

め，造林資金の貸付条件の改善を行うなど制度の

充実・強化を図るo

また，林業信用基金の債務保証機能を充実し，

林業金融の円滑化を図るため，保証出資を増額す

る。

このほか，国産材産業振興資金および林業経営

の改善等を推進するための林業改善資金について

貸付枠を確保する。

2）林業技術の高度化

林業技術の改善等を図るため，森林・林業に関

し緊急に技術の改善と普及を図る林業普及指導事

業を推進する。

林業技術No.5411987｡4

試験研究については，緊急に解決しなければな

らない課題について，国，都道府県等の試験研究

機関の有機的分担協力による大型プロジェクト研

究を実施するとともに，地域林業の振興を図るう

えで解決しなければならない課題について，地域

バイオテクノロジー等新技術共同研究開発を実施

する。

3）海外林業協力の推進

東南アジア地域等における森林造成の推進，熱

帯地域等を中心とした有用な林木種の利用や保存

に必要な基礎資料の収集および造林資金協力の円

滑な推進を図るための各種調査を実施するととも

に，開発途上国における林業協力の積極的，効果

的な推進に資するための調査を新たに実施する。

加えて，熱帯地域の森林資源の維持・造成等の

方策を樹立するため，所要の経費を引き続きFA

Oに拠出する。

さらに，国際熱帯木材機関に対し，研究・開発

プロジェクトの事前調査経費等を拠出する。

2．国有林野事業特別会計（事業勘定）予算

の概要

昭和59年に策定された改善計画に即し，事業

経営の能率化等の経営改善を推進しているところ

であるが，引き続く木材価格の下落・低迷等によ

り，その財務事情はさらに厳しさを増している。

昭和62年度においては，このような厳しい状

況の中で，林政審議会答申（61年12月25日）

を踏まえて，改善計画を改訂・強化することと

し，自己収入の確保と支出の縮減による自主的改

善努力のいっそうの徹底を図るとともに，所要の

財政措置を講ずることとし，総額で5,699億円

（対前年度比101.1％）の予算を計上している。

（1）歳入等

1)自己収入の大宗を占める林産物収入について

は，経営基本計画に即した伐採計画量の下で、需

要動向に応じた積極的な販売活動を推進する。ま

た，土地の売払いの促進，分収育林の積極的な推

進等により自己収入の確保に努める。

2)国有林野事業の推進と経営改善の円滑な実施

のため，次により財政措置を講ずる。
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①造林・林道整備等の事業施設費に対する一般

会計からの繰入れを引き続き行うとともに，退職

手当にかかわる借入金の利子に対する繰入れを拡

大する。また，新たに，償還金の財源に充てるた

めの借入金の利子および保安林等の保全管理に必

要な経費に対する一般会計からの繰入れを行う。

なお，事業施設費については，新たに，保安林

以外の森林における天然林改良および保安林にか

かわる間伐林道の災害復旧を繰入対象とする。

②財投資金の借入れについては，事業施設費の

財源として所要額の確保を図るとともに，新たに

償還金の財源に充てるための借入れ（借換）を行

うほか，退職手当について借入対象の拡大と償還

条件の変更を行う。

③国有林野治山事業については，引き続き一般

会計資金により治山勘定においてすべて実施す

る。

（2）歳出等

当面する厳しい財務事情にかんがみ，要員規模

の縮減により人件費を極力抑制するとともに，名

種事業については，投資の効率化を図ることを基

本として経費の節減に努めつつ，着実な実施を図

ることとする｡その主要事項は次のとおりである。

1)定員内職員については，予算定員の削減

1,352名を行う。

2)基幹作業職員については，予算人員の削減

1,100名を行うほか，その他の定員外職員の人件

費についても286名の削減を行う。

3)造林事業については，天然林施業の拡充を図

るとともに，間伐を積極的に推進する。

4)林道事業については，事業全体の効率化に配

慮しつつ，伐採計画量の達成に不可欠な事業量を

確保する。

5)生産・販売事業については，木材情報システ

ムの活用等により需要動向に応じた機動的，効果

的な生産・販売活動を推進する。

6)森林レクリエーション事業については，森林

空間の総合利用による新たな事業を展開すること

とし，適地選定等の調査を実施する。

（ひだかみずき・林野庁計画課）

＜日林協発行図書の会員特別割引のお知らせ＞
記

1．期間昭和62年5月末日まで

2．割引率全点20％引き（送料サービス）

3．申込方法所属支部を通じてお申し込み下さい

（個人会員は，その旨明記して直接お

申し込み下さい）

4．申込先日本林業技術協会事業部

〒102東京都千代田区六番町7

雪03－261－5281

※なお，売切れでご注文に応じられないこともあり得ますの

で，あらかじめご了承下さい。

’書名著者

現代森林考筒井辿夫

山林の評価栗村哲象

地方林政の課題紙野伸二

木材の構造佐伯浩

「日本の森林土
日本の森林土壌 壊」編集委員会

緑 地岡崎文彬

わかりやすい林業研究解説シリーズ

No.52林業のｼ蕊卓雌開辻隆道

N･53苗畑林地驍撫い方真部･石井

鰄蕊耀鑿薫獣灘
管理

蕊･･58マツ属の材罐誌除森本･真宮
No.61造林地の冠雪害と

その対策高橋啓二
No.62野ネズミ発生

予察法と防除法上田明一
No.63スキ赤枯病の

崖態と防除陳野好之
No.64造林地の受砦と

その対策笹沼・坂上

定価

2,0m

6,000

3"O"

4,500

15D000

15,000

4“

姻
諏
和
知
郵
和
池
和

書名

ジグザグ集運材作業

街路樹実務ガイド

林木の材質

林業地帯の形成過程

植木の害虫

森林の利用と環境保全

林野土壌層断面図集（3）

林業と蕊境

農山村振興と小規模林業経営

著者

中村英碩

落合和夫

加納孟

有木純善

喜多村昭

熊崎実

林業試験場

カール・ハーゼ

ル／中村三省

黒田辿夫

定価

650

2．5“

195"

3n(XX)

2，5“

2,3“

2,1“

4,5m

2,500

林業技術No.5411987.4
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’ 河原輝彦

ﾋﾉｷ林に混じったｱｶﾏﾂの働き

はじめに

最近，西日本ではアカマツの枯損跡地の樹種転

換として，土壌条件や生産材の有利性などからヒ

ノキが植栽され，その面積比率は非常に大きくな

ってきている。このような植栽地の中には土壌条

件が悪く，植栽されたヒノキは生育はしているも

のの成林の見込みのない不成績造林地になる可能

性も強く，適地適木とはいえない所も多くある。

また，ヒノキの成林に伴って林冠が閉鎖し，林内

が暗くなり，林床に生育していた植生もしだいに

消えていく。その結果，地表の有機物や土壌が雨

水によって流れやすくなり，しだいに林地は悪化

の方向をたどり，2代目，3代目の造林地になる

と，1代目のときのような生長が期待できなくな

るといわれている。

このようなヒノキ林がもっている育林的あるい

は公益的な面から見たいくつかの欠点を回避する

一手段として，ヒノキにアカマツを混交する方法

が考えられる。そこで，ここではヒノキにアカマ

ツが混交した場合の有利性や効用などについて考

えてみた。

混交林の有利性

（1）不成績地の回避

アカマツ枯損跡地や尾根筋に近い所などあまり

土壌条件のよくない所にヒノキを植栽しても，ヒ

ノキの生長が悪く，不成績造林地になるおそれが

ある。しかし，このような場所では，下刈りなど

の手入れを続けていくと，アカマツの天然生稚樹

が侵入してくる所が多い。これらのアカマツの稚

樹を刈り払わずに残しておくと，ヒノキよりもア

林業技術No.5411987.4
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詞

吟津■－…､,ﾛ．”-－

ヒノキ・アカマツ混交林

カマツのほうが耐乾燥性が強く，養分に対する要

求度も小さいために，しだいにヒノキ・アカマツ

混交2段林となっていく。ここで流紋岩を母材と

し，土壌型が未熟土Erの所に植えられたヒノキ

とアカマツの20年間の樹高生長を見ると，ヒノ

キでは約7mで，まだ未閉鎖状態であったのに対

し’アカマツでは約12nlとなり立派に成林して

いたﾕ)。この試験地のように土壌が悪く，ヒノキ

の不成績造林地になるおそれのある所では，ヒノ

キの純林として育てていくのではなく，天然生ア

カマツとの混交林として育てていけば，悪くても

アカマツ林となるためヒノキ植栽前の現状には回

復することができる。土壌条件が多少でもよけれ

ば，ヒノキとアカマツの両方を収穫することを目

標にすればよいが，この場合，ヒノキ，アカマツ

とも長伐期とし，アカマツは幹の曲がりの少ない

枝下高の高い大径材を，また，ヒノキは年輪幅の

狭い良質材を得ることを目標にすればよいであろ

う。
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図･1アカマツ・ヒノキ混交林の

材積2）
ロ

0 204060

アカマツ混交率（％）

（2）総材積生長量や落葉落枝量が増大

図･1は，横軸にアカマツの混交率を，縦軸に

材積を取り，両者の関係を林齢別に見たものであ

る2)。林齢が若いときは，ヒノキ純林と混交林と

で総材積には大差はないが，林齢が大きくなるに

つれて，しだいに混交林の総材積は，ヒノキ純林

に比べて大きくなっていく。例えば，100年生林

になると，ヒノキ純林では約400m3/haで｡あるの

に対して，混交林では，アカマツの混交率によっ

て違うが，アカマツの混交率が約20％で最大の

約650m8/haとなり，およそヒノキ純林の1.5倍

の材積となっている。

図･2は，1年間の落葉落枝量を，ヒノキ純林

と混交林とで比較したものである8)。ヒノキ純林

では林齢に関係なく，1年間にほぼ2509/m3の

落葉落枝量がある。これに対して，混交林では林

齢が大きくなるに伴って増加するが，およそ30

年生以上の林になると，約7009/m2の落葉落枝

量があり，ヒノキ純林のおよそ3倍の量となって

いる。落葉落枝量の多いことは，土壌への養分供

給量が多いことであり，また，後述するように土

壌流亡などの防止に大きな働きをしている。

このように混交林で材積生長量や落葉落枝量な

ど有機物生産量が大きいのは，光．水．養分など

80 '00

(o/m･)

700

０

０

０

０

５

３

落
葉
落
枝
量

ア

／

キ林'00

102030405060

林齢（年）

図・2混交林とヒノキ林との落葉落枝量の比較3）

を樹種相互により有効に利用しているためであろ

う。

(3)Ao層有機物や土壌の流亡防止機能が大きい

ヒノキ純林で林冠が閉鎖すると，林内相対照度

は1％以下と暗くなり，下層植生がなくなる。ま

た，ヒノキの落葉はリン片状に細かくなることも

あって，土壌や有機物は雨水で流れやすくなる。

このような状態が続くと，地力が低下していく。

しかし，ヒノキー斉単純林を数世代続けた場合

に，どれくらいの地力が低下するか調査されたデ

ータはない。そこで，年降水量の非常に多い三重

県尾鷲地方のヒノキ林の樹高生長曲線が,明治37

年と昭和31年の2回作られているので，この両

林業技術No.5411987．4
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ても，かなり大きな働きをしているといえ

る。

（4）ヒノキの天然更新によい

近年ヒノキ林においても，環境保全的な

面から，あるいは経営経済的な面から，非

皆伐施業や複層林施業力謹められている

が，その造成法としては，樹下植栽による

方法と天然更新による方法がある。樹下植

栽に比べて天然更新による方法は，そう簡

単にはいかない。天然更新が難しい原因の

1つとして，土壌の移動が挙げられる。前

にも述べたように，ヒノキ林にアカマツが

混交している所では土壌の移動が少なく，

比較的安定しているため，ヒノキ・アカマ

ツ混交林では，ヒノキの天然生稚樹が発生

している所が多く見られる。

表･1は61年生ヒノキ林で，アカマツの

'･'「
|、0

0．5卜 0．5

純
林
区

混
交
林
区

純
林
区

サ
サ
区

浸食土紗量の比較流亡Iノター量の比較
(1985.7-1986.1)(19857～1986.1)

図・3林分条件の異なるヒノキ林の浸食砂量‘)（純林区をlとした場合）

表･1ヒノキ＊・アカマツ混交林内のヒノキ天然生稚樹＊ヒノキは61年生

|醗箪|“本職
％本/m2
015

833

330．4

稚樹の
殿大筒

cm

ll

32

２，

の
蹴
八
７
７
７

幾
凝
鎧

Ａ
有

調査区

P－1

P－2

P－3

A鰯の厚さ

cm

l

4

7｜
本/m
l5

33

0．4

kg/m2
0．57

1．27

2．37

ｍｃ
ｕ
犯
一

ｍｃ
ｌ
４
７

者を比較してみた。両者で作成方法の違いもあろ

うことから単純には比較することはできないであ

ろうが，昭和31年での1等地は，明治37年の3

等地にあたり，かなりの地力の低下が起こってい

ることがうかがえる。

この地力の低下を防止する方法として，今まで

によくいわれている間伐によって下層植生の導入

を図る方法があるが，このほかにヒノキ林にアカ

マツを混交させる方法がある。混交林での落葉落

枝量は，前述したようにヒノキ純林よりも多く，

また，アカマツの落葉はヒノキの落葉よりも大型

であるため移動しにくい。その落葉が地表を覆う

ために，ヒノキの落葉や土壊の流亡を抑えること

になる。関西支場防災研究室では，下層植生の全

くないヒノキ林，下層にササが生えているヒノキ

林，アカマツが混じっているヒノキ林の3カ所

で，土砂や有機物の流亡量を測定しているが，そ

の結果は図・3のとおりである鋤。ヒノキ純林で流

亡する土砂量を1とすると，混交林では約0．1に

すぎず，また，有機物量にしても約0.4となり，

アカマツの混交が有機物や土壌の流亡防止に大き

な働きをしていることがわかる。なお，ササのよ

うな林床植生も，アカマツほどの効果はないにし

林業技術No.5411987.4

混じった所と混じっていない所に調査地を設け，

ヒノキ稚樹の発生調査をした結果である。アカマ

ツの混交率が8％の調査地で稚樹の発生数がも

っとも多く，それよりも混交率が大きくなると，

逆に雅樹の発生数はもっとも少なくなり，アカマ

ツがヒノキ天然更新の障害になってくる。このよ

うに，アカマツの混交率によってヒノキ天然生稚

樹の本数が左右されるのは,Ao層有機物量の多

少が影響していると思われる。すなわち，ヒノキ

純林では，雨水によって地表の有機物や土壌が動

くために，ヒノキ稚樹の定着を減少させ，また逆

にAo層有機物量が多すぎると，春に発生した稚

樹の根が夏までに鉱物質土壌まで達しないため

に，夏の乾燥で枯死してしまうことが考えられ

る。したがって，今回の調査結果だけからすれ

ば，ヒノキの天然更新に最適なアカマツの混交率

は，本数で10％ぐらいであるといえる。

（5）風致・景観が優れている

都市近郊林では，最近木材生産の場だけではな

く，公益的機能なかでも風致・景観が重要視さ

れ，木材生産機能と公益的機能を兼ね備えた森林

の造成が要望されている。このような地域では，

ヒノキの単純林よりも，日本の風景の中で大きな



役割を果たしてきたアカマツを混交し，立体的な

林分構造をもったヒノキ・アカマツ混交2段林の

ほうが，風致・景観上優れているといえる。実際

にヒノキ･アカマツ混交林が，風致。景観の面か
みの

ら重要な位置を占めている所として，大阪府の箕
お

面公園や京都の高雄などが挙げられる。

造成方法と問題点

以上のように，ヒノキ・アカマツ混交林の有利

性についていくつかの点を挙げてきたが，実際に

混交林に誘導する場合には，つぎのような方法が

ある。

①ヒノキの植栽時に，天然生アカマッ稚樹の発

生を期待する

②アカマツ林の下に，ヒノキを人工植栽する

③ヒノキとアカマツを同時植栽する

現在，近畿・山陽地方に広く見られる混交林

は，①の方法によってできあがったものである。

②はアカマツ林をヒノキ林に替える場合で，アカ

マツを皆伐するのではなく，アカマツを一定本数

(300～500本/ha)「立て木」として残し，その下

にヒノキを植栽していく方法である。③について

は今のところ実際にはほとんど実行されていない

が，天然生アカマツの侵入が期待できない所で，

ヒノキとアカマツを混植していく方法であり，今

後はこの方法も積極的に実行していく必要もあろ

う。

いずれの誘導方法にしても，ヒノキの生産に重

点が置かれているので，アカマツの本数をあまり

多くすることは好ましくなく，混交効果を最大に

発揮させる最適混交率としては,本数でおよそ10

～20％ぐらいであると考えられ，それに沿った

密度管理をしていく必要があろう。

収礎としては，ヒノキとアカマツを同時伐採す

15

るか，あるいはヒノキだけ伐採し，アカマツは

「立て木」として残し，その下にヒノキを樹下植

栽し，アカマツを大径木にしてから，ヒノキとア

カマツを同時伐採する方法などが考えられる。

ヒノキ・アカマツ混交林には，今までに述べて

きたように有利な点が多くあるが，問題点もいく

つかある。

その1つとして，混交林ではヒノキがアカマツ

の下木となるため，ヒノキの生長が抑えられる。

アカマッ混交率が20％前後の混交林のヒノキと
－－詳垂‐・

純林のヒノキとで生長量を比較した結果を見る

と，樹高生長では両者でほとんど差は見られない

が，直径生長では混交林のヒノキのほうが小さく

なり，単木当たりの平均材積にすると，純林のヒ

ノキの約80％ぐらいになる2)Oしたがって，混

交林でのヒノキの伐期は，純林に比べて長くする

必要がある。

そのほかの問題としては，松くい虫の被害発生

地域では，混交林を造成することが難しいことに

なる。このような地域で今後混交林を造成してい

く方法としては，抵抗性アカマツの導入を図って

いけば可能であると思われる。

（本稿は昭和61年10月24日開催された林業試験場関

西支場研究成果発表会での報告要旨である）

（かわはらてるひこ莎蕊鱸鑿支場）
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林業技術No.5411987.4
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’ ’谷本丈夫

伊豆七島御蔵島｡八丈島窪のササと

チシマザザとの関係

’
1°はじめに

チシマザサは積雪の多い日本海側とそれに接す

るやや積雪の多い気候区のみに生育し，太平洋側

の気候区には分布していないと信じられてきた。

チシマザサをはじめとするササ類の分布は積雪と

の関連で論じられ,図･1のようにそれぞれの分布

域に対しての疑義はまったくなかった。

ところが最近八丈島からチシマザサの地方変種

が報告（井上・谷本，1985）されたことから，チ

シマザサの分布南限の書き換えのみならず，ササ

類全体の分布に関連した地史の問題やササ類の生

育環境，分類埜準等について新たな研究課題が生

じてきた。筆者は，この八丈島産のササの発見と
みくらじま

ともに同じ種類である御蔵島産ミクラザサの再発
てんまつ

見という幸運な磯会にめぐりあった。この顛末を

紹介し，新たな研究への課題について述べてみた

い。

2．八丈島産チシマザサの発見

八丈島は，今から約300年前まで活動していた

八丈富士と，それよりはるか以前から火山活動を

終息している三原山地区とに大きく分けられる。

火山活動の終息時期を反映して，八丈富士地区で

はササ類はほとんど生育していないが，三原山側

では部落周辺を中心にメダケ，高標高域ではハチ

ジョウスズダケが生育していた。少なくとも昭和

57年11月まではそうであった。ところが12月の

ある日，三原山山頂部の限られた範囲にチシマザ

サによく似たササが発見されたのである（谷本，

1983)。

このササは八丈島では初めて確認されたが，隣

島の御蔵島には植物分類の権威中井猛之進によ

り，伊豆七島産植物研究家の常谷幸夫の採集品か

ら命名された“ミクラザサ”がかつて記録されて

いる。そこで筆者が御蔵島を訪れて確認した結

果，二つの島に産するササはまったく同種であっ

た。

したがって八丈島に産するチシマザサ類似のサ

サは，ミクラザサとなるが，このササの名前はラ

ベルに記されたままで，正式に学名とする.ベく有

効には出版されていなかった。そこで，それぞれ

--一一一一一一チマキザサ節

一一一一一ミヤコザサ節

二二瓦ﾆﾆ蕊":}(杉本'9“

汀

・
ノ

ノ

〆
．｛

ロ

ヴ

ジ
）

【
。
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
ｒ
■
■
自
画
詞

図･1ササ類の分布域（鈴木，1978）
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写真･1人家に植栽されたミクラザサ（八丈島）

稗の太さは3cm以上で高さは4mを
超えている（谷本ら，1983）

＜図･2御蔵島のササの分布（谷本，1983）戸

の標本と現地における調査から’このササをチシ

マザサの地方変種「(S"saル"γ""zsisvar.ん如一

"〃1986)」とする結論に達した。1935年以来幻

のササであったミクラザサが，ここに認知された

わけである。

一方，御蔵島のササは常谷の報告より2年先ん

じた1933年に当時東京営林局技師の高橋松尾が

『伊豆七島御蔵島を旅して』と題する紀行文の中

で，島の山頂部分に“ネマガリダケ”の存在を記

している。また，ミヤマクマザサをかなり形態の

異なる“ミヤコザサ”に位置づけている。

ササ類の分類が確立していなかった当時として

は，ミヤマクマザサをミヤコザサと混同したこと

はやむをえまい。しかし後日のミクラザサをネマ

ガリダケとみなしていることは，ネマガリダケに

接する機会の多い林業人として当然とも思われる

が，この当時御蔵島をあこがれの調査地と表現し

た高橋の観察眼の鋭さはさすがである。

戦後，御蔵島の植生を報告した大場（1971）は

ミクラザサを鈴木貞雄の同定によりイブキザサと

した。このため，鈴木貞雄（1985）が集大成した

日本のタケ亜科の総目録からはミクラザサは抹殺

された。

3．御蔵島，八丈島におけるササの生育状態

図･2は御蔵島で確認された，いわゆるミクラ

ザサと他のササ類3種の分布状態である。ミクラ

ザサは御山山頂部の緩斜面を中心に割合広く生育

し，それを取り巻くようにミヤマクマザサ，さら

にハチジョウスズダケ，村落周辺にメダケが生育

している。八丈島のミクラザサは，山頂部のやせ

た尾根の一部にのみ生育しており，ハチジョウス

ズダケと混生し、ミヤマクマザサは生育していな

い。また，御蔵島の山頂部と異なってヒサカキ，

ヤブツバキ等の低木が繁茂しており，その生育状

態は良好とはいえない。

風衝地のミクラザサは20～50cm程度の群落高

しかないが，普通は2.5～4m程度の大きさにな

っている。ことに植栽されたものは写真･1のよ

うに稗高4m,稗の太さ3cm以上にもなってい

る。

この大きさは北海道宗谷から報告（豊岡ら

1985）されたチシマザサ現存量の最大値を示す群

落とほぼ同じであり，いわば北限と南限地域で同

じようによく発達した群落が見られることは，き

林業技術No.5411987･4
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わめて興味深い。

4．両島の気候条件とササの分布

チシマザサは図・1に示したように，多雪な日

本海側にしか分布しない。その理由としては寒さ

よりも冬の乾燥によって、太平洋側への分布が制

限されているとされている（鈴木,1965)｡しか

し八文鳥の:冬期3カ月の雨量は500mnl以上もあ

り，これは同時期の東京の約3.4倍にあたる。1

月の晴天日数を比べても東京が'3日なのに対し，

八丈烏はわずか1日しかない（八丈町，1981)。

したがって冬期間，八丈島と御蔵島はかなり湿潤

な気候下にある。

またチシマザサの生育している両島の山頂部に

は，海風によって森林ができないことから（写真

･2)，競争相手の植物も少なく，冬期の気候条件

にも恵まれて乾燥に弱いとされるチシマザサの生

存を可能にしたのであろう。前川文夫（1971）は

伊豆諸島の地方種力汰平洋側の山地を飛び越えて

日本海側の種と関連が深いことを指摘し，その例

－1■

写真･2御山（御蔵島山頂部）のササ原

手前ミヤマクマザサ，奥ミクラザサ

林業技術No.5411987|．4

参
｡

にミクラザサとチシマザサの関係も挙げている。

5．ササ類の分布と植物地理

これまでミクラザサに関連した八丈島，御蔵島

のササ類について紹介してきたが，これらのササ

はどうやって，いつごろ島に渡り得たのであろう

か。大変興味のある問題である。前述したミクラ

ザサとチシマザサとの関連を前川先生に直接お伺

いする機会を得た。先生は直接御蔵島へは渡った

ことはなく，ササに関しての記述は勘であるとい

われた。

筆者はこれまでに全国的なササ類の分布を見て

きた経験から，ミクラザサの形態はどうしてもチ

シマザサに近いと思い，その可能性について質問

したところ，愚説を認めてくださり，ぜひまとめ

て報告するようにと，大いに激励された。その先

生も今は，鬼籍に入られてしまった。

生物地理に関連した伊豆諸島の成立について

は，植生，昆虫，陸産貝類の分布のそれぞれの立

場から検討されている（大場,1975．波部,］977°
とうしよ

野村，1969)。図･3は野村による伊豆諸島の島|卿

成立の順序を示している。

ササ類は開花結実が，俗に60年に1度といわ

れるほど長く，結実後はほとんど枯死してしま

う。再生は生き残った地下茎からと種子に依存し

ているが，種子は消化がよく烏によって散布され

ることは困難である。一般的に繁殖は地下茎で行

われているから，離島への分布域拡大はまず不可

能である。
ウルルン

しかしながら，隠岐島，欝陵島にもチシマザサ

が分布していることから，遠い昔ササ類が島へ渡

れるような条件を備えた時期があったのであろ

う。谷本（1984）も植物や昆虫の資料にササ類の

⑲御蔵厚

、

八丈島

e

青ヶ島

図･3伊豆諸島の星埋成立の順序

（野村，1969）
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表･1伊豆諸島の南方系北方系植物の種数
（鈴木，1956）

6．ササ類の分類体系の見直し

1936年に中井はミクラコザサ(A'･z"f"z""

"""2"z"siS)を発表した際に，御蔵島にはさらに

ササ属の1新種があると記しており，これがミク

ラザサにあたると思われる。このササをどうして

正式に発表しなかったのかは，今知る由もない。

あるいは，ササ属のどこに位置づけるかに迷って

いるうちに時が過ぎてしまったのではなかろう

か。当時ササ属の分類は盛んであり，わずかな形

態の違いで新種とされていたことを思うと，その

発表がなされなかったことは，かなり疑義があっ

たのであろう。

現在でもササ類の分類は困難で，ことにイブキ

ザサ節とチシマザサ節の形態による違いはわずか

で，稗を覆う秤鞘の長さで決められている。この

ためササの分布のように植物地理学的研究を行う

うえで有効な種群も，まず形態的.な違いがあるか

どうかに悩んでしまい，研究が進まない。

このため，まずササ類の分類体系の見直しが必

要である。しかしながらササ類は，開花がまれな

種が多く，また花が得られても種を区分するだけ

の特徴が明確でないことが多い。これまでの分類

の埜準は，やや不安定な外部形態の差異が中心と

なり，地方的変異種のほとんどが独立種となって

しまっていたのである。

このようにササの分類は困難であるが，最近の

アイソザイムパターン分析やDNAの制限酵素切

断パターンの解析による新しい分類手法によっ

て，ササ類分類の生物学的根拠と種の系統発生に

ついての解析も試みられている。林業試験場で進

めているバイオマス研究の中のササの研究におい

ても，これらの手法を使って遺伝的な面からの種

の特性を知る試みもなされている。

従来ふつうには単に“ササ”として十把ひとか

らげでしか認識されてこなかったものが，伊豆諸

島産のチシマザサの発見を契機に，さまざまな研

究の課題が生じ，新たな展開を見せ始めていると

いえよう。

（たにもとたけお･林業試験場造林部／植生研究室長）

蔦藍遥更’方系’南
大島
利島
新烏
式根烏
神津島
三宅島
伽蔵烏
八丈島
宵ケ島

’1．＄’ｉ
二
Ｊ
比 43

分布と繁殖特性を加えて，伊豆諸島の地史と植物

相について論議している。

すなわちササ類の分布を考慮すると，野村の伊

豆半島と伊豆諸島を含めた一大半島説が支持で

き，その時期は第三紀末より第四紀初めであった

であろうとしている。

また御蔵島（図｡2）と伊豆半島におけるイプキ

ザサ節に属するササの存在から，一大半島であっ

た時代にハチジョウスズダケとチシマザサ（ミク

ラザサ）が八丈島まで渡り，その後八丈島が離れ

てから，まだ伊豆半島と陸続きであった御蔵島に

ミヤマクマザサ（イブキザサ節のササ）が渡った

と考えている。

そして，伊豆大島から三宅烏までミヤマクマザ

サが分布しないのは，島の大きさや火山活動の影

響等から生存できなかったと考え，神津島～伊豆

大島で北方系植物の少ないこと（表・1）と一致す

るとしている。

しかしながら八丈島と御蔵島のミクラザサ，ハ

チジョウスズダケは，本州の近縁種に比べると外

部形態にそれほど大きな違いがない。島喚に隔離

された種が独自の形態をとるようになるまでの必

要時間は，どれほどの長さなのかはよくわからな

いが，もしハチジョウスズダケ等が第四紀初めに

島に渡ったとすると，少なくとも200万年間以上

生存していたことになる。そんなに長い時間明確

な種分化をせずに生存できるのか，また火山活動

による種の絶滅はなかったのであろうか，新たな

疑問が生じる。
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西 尾弘穂鯉蕊識繊鶏議艤

4．雑記 ｢林業機械の開発・改良・普及」

1.モノケーブルの改良と普及

1．シイタケ原木搬送用の単線循環リフト式の開発・実

証

私が林業改良指導員として，昭和43年から47年まで

駐在していた岐阜県鵡郡武儀町は,岐阜県下で最大の
シイタケ生産地である。どの谷筋でも林道端の平地に

は，シイタケ原木がびっしりと伏せ込んであった。

ここでの大きな問題点の一つとして，同じ伏込場を連

続して使用すると，種菌の活着不良や菌糸のまんえんが

悪くなる，いわゆる陸作障害｣が起こって発生量が減少

し，これによって，経営内容によくない影響を与えるこ

とが指摘されていた。熱心な栽培者たちは，ずいぶん前

からこの対策として，中腹の伏込場利用を提唱していた

が，実現することなく，ほとんどの栽培者は連作の無理

を承知で，同じ伏込場を使って栽培をし，成績を落とし

ていた。

昭和46年のある日，同町のSさんから話が持ち込ま

車

図･1索喪図

れた。これを要約すると次のとおりである。

⑦架線で植菌した原木を中腹へ運びたい

④できる限り分散して原木を下ろしたい

、積荷，荷おろしを簡単にしたい

、機械を停止させないで連続で搬送したい

⑳機械の椛造はできる限り簡単にしたい

これらの問題を解決するために研究・調査を重ね，ま

た関係機関の指導を受けて完成した本機が写真･1,2の

もので，これを用いて現地実証をした。

（1）施設概要と特徴

この装置の索張りは図・1に示すようにF型滑車を使

用したモノケーブルで，ほぼ10mごとに図・2に示す搬

器をワイヤロープに取り付け，この搬器に原木を積んで

搬送する方法である。

装置全体はスキーリフl､を軽便にしたようなもので，

全体の機構から見て，近距離の軽量物の大量搬送に適し

ており，一般的なモノケーブルと異なる点をあげると次

のとおりである。

（ｱ）エンドレス・シープは水平回転，その直径は

50cmと大きく，ワイヤロープ1本巻きでもスリ

ップしないようにするとともに，搬器が容易に通

過できる。

（ｲ）大型ウォームギヤを使用し，減速と同時に縦回

転の入力を水平回転に変換し，さらに入力がきれ

たとき制動の役目をさせる。

ス

図･2識器の構造

ローブ(8mm)

(8mm程度）

kg程度）

IⅡIliiiiiniiiiiiiIiiiiilIⅡ''11Ⅱ111ⅡIⅡ1111Ⅱ11Ⅱ11ⅡIiⅡⅡ111Ⅱ1111ⅡⅡⅡⅡlⅡlⅢⅡIⅡIⅡⅡⅡ111ⅡIⅡⅡⅡⅡⅡ1ⅡⅡIⅡⅡⅡ11ⅡⅡ川Ⅱ川ⅡⅡⅡlⅡiⅡIⅡⅡjⅡⅡIIIIlIllⅡ111ⅡIⅡ111Ⅱ111ⅡⅢ11ⅡIⅡ11111Ⅱ11ⅡⅡIIlIⅡIⅡIⅡIⅡ111ⅡIⅡ11ⅡIⅡⅡⅡⅡ!ⅡlII
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（ｳIディーゼル発動機の出力をテンションプーリー

を中間に入れたvベルトで減速器に連動した。

テンションプーリーは，クラッチとVベルトの

張り具合を調節する働きをする。

脚シイタケ原木程度の重量であれば，職荷，荷お

ろしの際にワイヤーロープを停止させる必要がな

く，連続搬送により能率よく作業できる。

（2）作業能率

本機はワイヤーロープの速度が毎分30mに設計して

あり，搬器の間隔がほぼ10mであるから，約20秒で一

荷が搬送される。一荷の平均は2.5本で，1時間に450

*,2t程度の原木が搬送できる。

（3）装置の問題点

（ﾌ1本機の構造上から重量物の搬送には適さない。

Iｲ）ワイヤロープの循環方向が変えられない。

（ｳ）ワイヤロープが緩んだとき，本機を後方へ移動

して緊張しなければならない。

（4）この事例の波及効果

この事例は町内のシイタケ栽培者に知れわたり，また

新聞等で紹介されたため多数の見学者がSさん宅を訪れ

た。翌年には，同町にモノケーブルー式が導入され，ま

た，中古自動車を活用した簡易架線でシイタケ原木を中

腹へ搬送して伏せ込むシイタケ栽培者もあらわれた。

2，3年たって，実質収入が2倍になった栽培者があっ

たと聞いた。

現在，武儀町では，モノケーブルがシイタケ原木搬出

用に，瓦上機が植菌した原木やほだ木の運搬用にと，そ

れぞれかなりの台数が導入され活用されている。単線循

環リフト式そのものは普及しなかったが，この開発実証

"夢今参壱謹寄．､壬灘藻型撫リ
写真･1単線循環リフト式の本機

によって大きな効果があったと思っている。

2．萩原町のリモコンモノケーブル

岐阜県では昭和51年度から間伐の現地講習を実施し，

これに合わせてモノケーブルの現地での展示実演を行っ

てきたため,比較的早く技術が浸透したものと思われる。

現場には知恵者が多い。一つの技術を修得するとこれ

をベースにして新しい技術を編み出していく。紹介する

事例は,岐阜県益田郡撫町森林組合の愛林隊(作業
班）が考案したリモコン・モノケーブルである。

この方法は，集材機の運転と荷おろし作業を兼ねるた

めに，化繊ロープで集材･機のリモコン装置を組み立てる

ものである。

集材機の循環索緊張用平ドラムのブレーキ・レバーに

2本，同クラッチ・レバーに2本，循環索駆動用エンド

レス・ドラムのクラッチ・レバー2本，計6本の6mm

程の化繊ロープを結びつけ，これを小型な滑車に通し

て，荷おろし場まで延ばし，井桁に組んだ「やぐら」に

写真･3のように結びつける。このような装置で，．目的

のロープを引っ張れば集材機のリモコン操作ができるわ

けである。

その他の省力化の方法として，荷かけのときに循環索

への巻付けロープと，間伐材をしばったスリングロープ

を連結する「カンザシ」は，荷かけのときに差しやす

く，荷おろしの時に抜きやすく，かつ，途中でワイヤロ

ープを緩めても抜けない5寸釘を使用した。また，荷は

写真･2単線循環リフト式の積荷

111ⅡⅡ11Ⅱ11ⅡⅡ111ⅡIⅡⅡⅡ|ⅢⅡⅢⅡIⅡIⅡ,Ⅱ111ⅡⅡﾛⅡUUU1IU,UUnUU0UuUUUIⅡ11ⅡⅡⅡⅡ、IⅢⅡⅦIⅡⅡIⅡ11ⅡIIlIⅡlⅡⅡⅡ‘'1JⅡlⅡI皿ⅡⅡ111ⅡⅡIⅡ''1ⅡIⅡ111ⅡⅡ11ⅡⅡ1111ⅡⅡⅡlⅡⅡIiⅡⅡⅡ1ⅡⅢⅡⅡ11Ⅱ11Ⅱ1ⅡIllllllIⅡ11ⅡIⅡiI11IIIlIllⅡIiIⅡ11Ⅱ
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’点吊りとし半地引きで集材することにより，荷かけ，よびフレキシブルシャフトとE社の電動刈払機のモータ

荷おろしが早くすみ,F型滑車を立木にくくる位置が低一を結合し，これを木製の背負子に取り付けたもので，
くてもよいことになった。重量は6.3kgである。

この集材方法と従来方法の功程の比較を表･’に示す1台の発電機で2台の枝打機を使用することとなって

が，集材距離200mで50m3の搬出を行ったとすればいるため，やや大型のS社の出力2.1kw,重燈41kg

1In3当たり,0.26人工の省力化（架線撤収・人力木寄のものを使うこととした。E社のモーターの定格は交流

せ・集材の各功程より算出）ができることになり，間伐100V0.5kwであるが，モーターの特性により始動時に

材搬出のコスト・ダウンに大きく寄与できる優れた方法12～1.0kwの電力を消費するのでこのような設計とし
といえよう。た。なお，試作，発電機等購入に要した総経費は32万

Ⅱ．電動枝打機の試作と実証円であった。

本県では背負式の動力式枝打機に人気があって，多数試作機による作業功程は,平均胸高直径8cm,平均枝

導入されて活用されている。下高3mのヒノキ13年生林分で，平均枝打高1.5mの

しかし，この磯械はエンジンを背負って作業するため作業を行って，1日当たり（6時間稼働)160本となった。
に，騒音が気になる，排気ガスを吸い込みやすい，エン作業にあたったグループ員の意見は，騒音が低く疲労
ストしたとき始動が困難である等の問題がある。が少ない，扱いやすい，また，コードも当初予想したほ

これを解決しようと関係穣関が共同で，昭和60年度ど支障がない等であった。なお，鋸屑の飛散防止には，
の技術課題実証戦業により電動枝打機を試作して現地実切断や鋸屑の排出に影響しない程度に，鋸歯を覆うよう

証を行うことになり，私は，主として機械試作等の指導に薄鉄板を取り付けると効果があると発言があった。
にあたったのでその概要を紹介する。以上のように，この課題は一応成功したが，改善を要
この枝打機は，背負式電動枝打機，発電機，これをつする点として，スイッチを入れたとき鋸部を持つ手にシ
なぐコードで柵成される。試作の背負式電動枝打機は，ヨックがある。この除去に，遠心クラッチを用いると経
図.3に示すもので,K社の背負式動力枝打機の鋸部お賀がかかるから，制御素子（ダイアック,BSB等）を用

表･1従来方式と萩原方式の功程の比較，、拳－，，－，－－，，，胆,要､蕊"＝目“_し峠壷一』-,”．，

いるため，やや大型のS社の出力2.1kw,重燈41kg

のものを使うこととした。E社のモーターの定格は交流

100V0.5kwであるが，モーターの特性により始動時に

12～1.0kwの電力を消費するのでこのような設計とし

た。なお，試作，発電機等購入に要した総経費は32万

円であった。

試作機による作業功程は,平均胸高直径8cm,平均枝

下高3mのヒノキ13年生林分で，平均枝打高1.5mの

作業を行って，1日当たり（6時間稼働)160本となった。

作業にあたったグループ員の意見は，騒音が低く疲労

が少ない，扱いやすい，また，コードも当初予想したほ

ど支障がない等であった。なお，鋸屑の飛散防止には，

切断や鋸屑の排出に影響しない程度に，鋸歯を覆うよう

に薄鉄板を取り付けると効果があると発言があった。

以上のように，この課題は一応成功したが，改善を要

する点として，スイッチを入れたとき鋸部を持つ手にシ

ョックがある。この除去に，遠心クラッチを用いると経

費がかかるから，制御素子（ダイアック,BSB等）を用

いたソフトスタートの電気回路を挿入すれば，ショック

の除去と始動時の電力消費が抑制できるから好都合と思

われる。

そのほかに，モーターのパワーアップ，軽避な発動機

の活用，鋸部の収納方法の検討などの意見があり，今

後，研究の余地があると考えられる。

（にしおひろし・岐阜県武倣県事務所）

”人昌
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写真･3リモコン・モノケーブルの操作部図･3背負式電動枝打機の構造
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全国広葉樹《試験林･見本林》の概況

V.大 学（その2）

広葉樹試験林

現況・データ・〔管理機関〕

林|蹄25年の現況

l

l

l
〔〃〕

〔〃〕

林齢22年の現況

’

グルチノーザ
ノ､ンノキ

ヤチダモ

各カラマツ類各種

休業技術No.5411987.4

樹種 名称・面積(ha)・場所・設定年月

シラカンノ寺

ｳﾀ゙ ｲｶﾝﾊ゙

シラヵンパ

ウダィカンバ

ダケカンバ

シラカンパ

ヤエガワカンパ

ヤチハンノキ

コバノヤマハンノキ

ケヤマハンノキ

シラカンパ

シコクダケカンバ

ヤエガワカンバ

ダケカンバ

〔3005〕

カンパ生長比較拭験地・1．89

東大北海道淡習林

74林班g小班・昭29

〔3018〕

休分密度試験地．2．70

東大北海道淡習林

72林班d3小班・昭33

〔3034〕

生長比較試験地．1．40

東大北海道樋習林

74林班h2小班。昭36

〔3037〕

生長比較試験地．1．99

東大北海逆波習林

71林班a2小班・昭37

カンパ2郡の生長比絞

林分密庇の迷いによる生育関係

の究明

カンパ・ハンノキ類の生長比較

カンパ類の生長比較

〔3040〕

湿地適応試験地．1．10

東大北海逆演習林

60林班・昭38

湿地における造林適応性の究明

〔〃〕

シラカンパ

シコクダケカンパ
ヤエガワカンバ
ダヶカンパ

７
９
３
０

申
●
甲
ｅ

３
５
６
１

１
１
１

1,376
18

329

1，076

144．7

0．2

48.5

65.7

柵 種
直径
c、

ha当たり

本数
秋
３
材
、

樹 種

：鶴'髄シラカンバ15．
ウダイカンバ14，

直径
C1n

高さ
Zn

ha当たり

本数
材秋
m3

195．1

167．1

直径
CIn

高さ
、

ha当たり

國畷
区
区
区

本
弗
企
傘

叩
叩
叩

０
０
０

２
４
６

１
１
４
４
３

０
１
６

ｌ
』
７
垂
７
記

1
1

2：

１
２
７

通
返
如

６
。
〆
１1

句
Ｉ
鄙
口
〃
〃
０
戸
、
』

樹 種

ウダィヵンバ
ダケカンバ
シラカンバ
ヤェガヮカンパ
ヤチハンノキ
コノぐノ

ヤマハンノキ
ケヤマハンノキ

直径
c、

13．3

8．8

11．0

12．0

7．9

14．5

13．6

ha当たり

本数|輔
10

743

783

658

524

588

804

ｊ
，
ｐ
９
９

１
２
２
１
１

６
７
４
７
８
９

１

１
１

５
８
７
４
口
０
２
０

樹菰

グルチノーザ

ヤ

ハンノキ

チダモ

直径
c、

13．5

9．4

ha当たり

ｉ承
３
判
梱
、

１
５
２
２
４
０
，
ｊ

ｌ
２
６
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１
１

『
『
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’

19．4

70．0

〔〃〕

クスノキ

Ｉ
’
－
１

同上

〔〃〕

林業技術No.5411987.4

グルチノーザ
ハンノキ

コルダータハンノキ

シベリアハンノキ

ヤハズハンノキ

コバハンノキ

ケヤマハンノキ

〔103句

ハンノキ属導入試験地。7．25

東大北海道演習林

18林遜C小窪・昭38

導入ハンノキ類の適応性の比較

ミズメその他

カエデその他

キハダ

ユーカリ類

アカシア類

シラカシ

コナラ

用材仕立試験林．5．06三流4

は11．昭46

’
天然林固定測定地．1.24・秩父

演習林管内12カ所・昭56

キハダ産地別試験林．0.55・静

岡県賀茂郡南伊豆町青野1－K7

・昭60

ユーカリ類現地適応試験林.

1.84・静岡県賀茂郡南伊豆町青

野1-1ほか3カ所・昭28，昭43
昭57～60

アカシア類現地適応試験林．

1.94・静岡県賀茂郡南伊豆町青

野1－9，ほか5カ所・昭“’昭

61，昭62予定

シラカシモデル林分・0．035．

Ⅱ林遜，11小斑・昭47.6

コナラモデル林分・0．046．Ⅱ

林遜，10小鉦・昭49.4

天然更新地の有用広葉樹仕立林

’
天然林の齢級別固定測定地

生育，成分含壁等比較

同上

同上

針葉樹，広葉樹の主要樹種を対

象に，ヘクタール当たり10，000

本植栽によるモデル林分のひと

つである。林木の単位而稜当た

り物貫生産関係資料を得ること

と，ほかに生理生態学的研究な

ど，多面的な利用を目的とした

小林分である

同上

有

〔東京大学農学部附属秩父波習林試験掛〕

’
有

〔〃〕

北海道ほか4産地より導入植栽

〔東京大学農学部附属演習林樹芸研究所〕

約60種を導入植栽

33回日林中支識・1985

〔〃〕

約30種を導入植栽

24回日林中支荊。1976ほか

〔〃〕

東京大学，演習林，No.23，昭59

〔東京大学農学部附属演習林田無試験地〕

’
東京大学，演習林報告，No.74，昭60

〔〃〕

クスノキ

シ
ス
カ
・
ラ
シ
ア
ガ
●
ロ
シ
ジ
ガ
ラ
カ
ウ
ア
。

ダジイほか

同上

同上

クスノキ生長測定試験地．2．35

．硯石，47林班D2小班・明33

生長量測定試験地・I.o2．－杯

水，46林変B2小遜・昭11.10

同上・0.36．四方木沢，31林遜
B3小珪・昭12.7

生長鑓測定試験地．0.20．仲沢

29林狂B1小班・昭12.11

同上

蓄較の経年変化の測定

同上

同上

同上

〔〃〕

現況資料有，報告等無

〔〃〕

同上

〔〃〕

同上

〔〃〕

同上 萌芽更新試験地．0.30．仁ノ沢

40林斑B4小薮・昭60.7

樹種別の萌芽特性の調査

クスノキ生長測定試騨Ⅲ．2．39

・追原，17林班D6小班・大5

クスノキの定期的生長量の測定 定期生長測定資料有，東大淡報64

241～275，1968

〔東京大学腿学部附臓千葉油習林〕

現況・データ・〔管理機関〕

樹種

グルチノーザハンノキ
〃

コルダータハンノキ

訪需リズ'ｼﾝﾉ幸
ケヤマハンノキ
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リターフオール量および落下種第”回日本林学会大会で発表

子量の経年変化の鯛査，稚樹の

発生と消長調査，シオジ林内で

のシオジ植栽木の生育調査〔東京腱工大学演習林〕

側方天然下種の種子落下戯およ同上

ぴ稚樹の発生・消長測査

シオジ シオジ用材林育成基礎試験地．

0.418・群馬県勢多郡束村草木，

東京農工大学草木演習林・昭
57.5

シオジ側方天然下種更新試験地

・0.288・群馬県勢多郡束村草

木，東京農工大学草木演習林．

・昭59.8

シオジ人工植栽試験地．0．105

・群馬県勢多郡東村草木，東京

農工大学草木演習林・昭59.11

シオジ

〔〃〕

人工造林による生長調燕’一シオジ

〔〃〕

天然生広葉樹

雛理伐および施肥が林分生長に|節"回圖赫論4.7~鋤｡'1，“及ぼす影響

し

〔〃〕

同上

〔〃〕

30年

763本/ha

159m3/ha

〔東京農業大学奥多摩淡習林〕

･樹木函（落莱広葉樹林）の一樹齢

部植栽本数

･広葉樹材利用試験林材積

サワグルミ

林業技術No.5411987.4

カシ類

スダジイ

同上

シラカンバ

プヅー

ヤチ虫.モ

現存量調査試験地．0.21．仁ノ

沢，39林班B6小班・昭60.9

林況調査試験地.0．10．1B1，

1B2，4A2，5A，6B2，7B2，

15B1，17B1，17B2，18B1，

26B1，41B1，43B1，44B2，

46B2，46B6，“B8，計17力

所・昭60.7

広葉樹育林試験．O・Z5．Ⅲ林瑳

12小班・昭39.4

同上・0．08．Ⅱ林班12小班・昭

34.4

寒地性樹種育林試験・0.26.Ⅲ

林瑳6小瑳・昭31.4

多数の寒地性横種の比較試験を

とおして，造林上の個々の特性

を調べる

枝，葉，幹の現存戯の澗査

林齢，立地別の蓄職淵悲

特殊な気象，土壌条件下におけ

ろ生長を調べる

同上

同上

〔〃〕

同上

〔〃〕

植栽時2,0”zに/haであったが，虫害に

よる枯損木多く，現在は1,400本/haであ

る。
一 一

D＝13cm，H＝14m

〔東京大学腿学部附属富士演習林〕

植栽時2,700本/ha

現在1,900本/ha

D＝9cm，H＝10m 〔〃〕

植栽時4,900本/ha

現在3，100本/ha
一

D＝7cm,H＝9m〔〃〕

現況・データ・〔管理機関〕

天然生広葉樹林分生長試験地．

0.709・群馬県勢多郡東村草木，

東京農工大学草木演習林・昭

55．8

天然生林分における林分柵造の

推移
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ブナ・ミズメ

その他

コナラ・クヌギ

その他

ブナ

クヌギ

I

ブナ，ミズナラ

カエデ鋪

ブナ

スギ

ヒノキ

シャクナゲ

トチノキ

ケヤキ

ﾉ､ルニレ・ミズナラ

・ヤチダモ・ハンノ

キ・ハリギリ・イタ

ヤカエデ・キハダ等

ヤチ鋲モ

ヤチダモ・ハルニレ

・ハシドイ・キハダ

・イタャカエデ・ハ

ンノキ・ハリギリ等

ミズナラ

カシワ

有用広葉樹林の施業に関する研

究・0．5・静岡大学股学部附脇

上阿多古演習林／b､1．附属引

佐演習林・昭61．4

ブナ天然林標高別生長、固定試

験地．0．22：1カ所，0．2：4カ

所,0．14：1カ所,0．1：1カ所，

0.08：1カ所・六日町営林署前

場山国有林（海抜550mから

1,5501nまで）10林班い小班ほ

か8カ所・昭45.5

’ 目 的

温滞林における有用広葉樹を逃

抜育成する施業指針の確立

I艇帯林における有用広菜樹林の

施業指針の確立

冷織瀞の極相天然林として平衡

維持機機をもつブナ天然林に対

して，漂高別に固定試験地を設

け，極相林生態系の物質生産の

実態を時間を追って克明に追跡

し，冷温帯林の施業計画作成の

埜礎資料を充実させること

現況・データ・〔管理機関〕

無

〔静岡大学農学部附属演習林〕

無

〔〃〕

樹木番号．種名，樹木位置，胸高臘径（昭

和45年から54年まで毎年計測)，樹高,樹冠

半径，筏ド高などのデータが大型電子計算

機に築録，鍛近は昭和59年に毎木調壷

JIBP-SynthsisVOLl6'1977

日林諭1980ほか12編

〔静岡大学農学部造林学教室〕
■■

生長量固定試験地．0．16・静岡シイタケ原木林としてのクヌギ・樹木番号，和名，樹木位置，胸簡直径，

県田方郡中伊豆町・昭58.3（設萌芽林の物質生産擬椛を解明し樹高，樹冠半径，枝下高などのデータが

定当時'6年生萌芽林）クヌギ育林技術の埜礎を充災す大型聡子計算磯に集録されている

ること．主にCO2・H20ガス代謝計測の鰯とし

て利用されているが，将来はCO2代謝

モデルの検証のために，固定試験地のデ

ータが利用される

・日林論1984,ほか8編〔〃〕

広葉樹天然生林の水収支に関す

る試験地．o,2．僻岡大学股学

部中川根演習林・昭61.6

ブナノ木束谷保存林・’8.80.

11林班，ブナノ木峠（三角点）

の東側斜面・昭59.11

トチノキ平保存林．0.33･15林

斑，下谷・昭5，．11

ケヤキ保存林．0．22．5林班，

内杉谷・昭59.11

天然広葉樹保存林．251.80.棟

茶区5，7林班・昭55.7

ヤチダモ密度試験地･0.24･標

茶区11林斑・昭32.5

天然林施業試験地．1.68．穂茶

区10林斑・昭51.10

ミズナラ林動態調蚕地・0．50・

標茶区11林班・昭59‘7

天然生広葉樹林からスギ，ヒノ

キなど針葉樹人工林に樹種更改

した場合の水収支を明らかにす

るもの

当地を代表するスギ・ブナなど

の針広混交天然林で多くの落梨

広蕊樹を含むが比較的ブナの劉

合が高い。一部急傾斜地にはヒ

ノキ，シャクナゲ，ヤマグルマ

なども見られ保存林に指定して

いる

同上

根釧地域で唯一残された広莱樹

天然林を学術参考のために保謹

し，その生長量を追跡調査する

(プロット0.75ha）

ミズナラ，カシワおよびその雑

種で純林状態を呈しており，そ
の動態を追跡調査する

〔櫛間大学腱学部林学科森林防災工学釧座〕

報告幣脈

鯨詞;大学農学部隙属芦生演習林〕

上

〔〃〕

同上

〔〃〕

天然林の純生長量の推定と問題点：京都大

学腱学部演習林集報第15号．1982

〔京都大学腱学部附属北海道演習林〕

〔〃〕

〔〃〕

林業技術No.5411987．4
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（ダイシストンと保水剤の併用法）

口根切虫防除試験

□DDVP樹脂蒸散剤によるチャド

クガ防除試験（鯛2報）

口新薬剤によるチャドクガ防除試験

口野うさぎ防除試験

口食用きのこ栽培のコストダウン技

術に関する調査

口非皆伐施業の適応条件に関する研

究（第1報）

口粟山県有林の冠雪害調査

掴胴情廟
※ここに紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお願いいたし議す。’'''''''''1’
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研究時報第12号

昭和61年12月

大分県林業試験場

口特用原木林の育成技術に関する総

合研究

クヌギ林分における量的形質の幼

老相関

ロスギ・ヒノキの核型に関する研究

スギ・ヒノキなどの自然突然変異

体の細胞遺伝学的研究

ロヒノキの徳利病に関する研究(Ⅷ）

ヒノキ徳利病木の組織構造の個体

内変異について

口九重山群植物被害報告

硫黄山山麓における主要植物の硫

黄分析

季節変化の影響

口熱帯材の組織と材質資料Ⅳ－ス

リランカ産31樹種の組織

口集中荷重を受けるストレストスキ

ンパネルのクリープ性能

ロフルトラニルのナミダタケに対す

る防腐効力と土壌処理の効果

口京都大学木材研究所材鑑洲査室

(KYOw)所蔵材鑑の樹種名リスト

(4)

口木材力学資料XXn

岐阜大学農学部研究報告

第51号

昭和61年12月

岐阜大学農学部

（関係分のみ）

＜林学科＞

口都市近郊里山地帯の最適利用モデ

ルの策定に関する研究(Ⅱ)－その

1都市成長と里山空間の変貌：秋

田県横手市，山梨県甲府市，大阪府

高槻市および河内長野市の実態分析

口都市近郊里山地帯の最適利用モデ

ルの策定に関する研究(Ⅱ)－その

2農地および森林の利用・保全：

秋田県横手市，山梨県甲府市，群馬

県赤城村，滋賀県甲賀町，大阪府高

槻市および河内長野市の実態分析

く山地開発研究施設＞

ロハチジョウススキ，オギおよびそ

れらの3X-,4X一雑種の生態的

側面(2)－当年地下茎の発育習性

口道路法面の植生管理に関する研究

(1)－冷温帯多雨域の高い盛土法

面における10カ年間の植生の変化

口植物遺体の分解と微小真菌群Ⅲ

－トウヒの葉の分解に伴う微小真

菌の推移

く岐阜大学農学部論文・著書および

総説目録（1985年8月～1986年7

月)＞

研究報告第24号

昭和61年12月

徳島県林業総合技術センター

ロローコスト木質材料の開発試験

ロス謡ヒノキ製材品の除湿乾燥試

験

口上層間伐試験

口林地除草剤の抑制効果を適切に発

揮させる少量散布方式の開発（第1

報）

ロスギ養成方法別苗木の林地成長比

較

ロスギ，ヒノキ穿孔性害虫被害の防

除技術に関する総合研究

A.被害の質的・量的把握および

発生林分の環境解明

ロスギ，ヒノキ穿孔性害虫被害の防

除技術に関する総合研究

B.被害回避施薬効果洲査

口特殊粘着シート等処理バンド巻き

つけによるスギカミキリ成虫補殺試

験（第3報）

口松の枯損被害パターンをもとにし

た新たな防除技術の実用化に関する

調査

ロマツノザイセンチュウ防除試験

木材研究．資料No.22

昭和61年11月

京都大学木材研究所

く総説＞

口生体電位と樹木

口集合住宅内装用ストレストスキン

パネルの強度性能

口木材の腐朽型，その木材保存処理

への活用

く論文＞

□(1→4)－β－，－ガラクタンの

コンブオメーションの予想

□(1→4)-"･-D－ガラクタンの

コンフォメーションの予想

口木材の繊維方向における比動的ヤ

ング率と内部摩擦

口木材表面のプラスチック化

ロナミダタケによる木造住宅の被害

に関するケーススタディ

＜資料＞

口樹幹材の形成に及ぼす樹冠成長の

林業技術No.5411987．4
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代
後
半
の
高
度
経
済
成
長
時
代
、
仲
間
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て

山
か
ら
去
っ
た
と
き
の
よ
う
な
、
不
安
や
動
揺
も
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
も
う
山
仕
事
を
一
生
の
仕
事
と

し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
、
腹
を
く
く
っ
た
面
々
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
一
人
は
す
で
に
結
婚
し
、
ほ
か
の
者
も
そ
の
心

準
備
を
し
て
い
た
。

私
は
ほ
と
ん
ど
毎
晩
、
本
を
読
ん
で
過
ご
し
た
。
食
事

を
す
ま
せ
る
と
、
そ
の
ま
ま
食
卓
で
読
瞥
に
か
か
る
の
で

あ
る
。
そ
ば
で
は
時
間
を
か
け
て
酒
を
飲
み
、
声
高
に
し

ゃ
べ
っ
て
い
る
者
も
い
た
。
ま
た
奥
の
娯
楽
室
で
は
花
札

や
将
椣
で
退
屈
を
ま
ぎ
ら
わ
す
連
中
も
あ
っ
た
。
だ
が
九

時
ご
ろ
に
も
な
る
と
彼
ら
も
棚
の
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て
し
ま

い
、
カ
シ
キ
（
炊
事
係
）
の
お
ば
さ
ん
も
台
所
の
片
付
け(画・筆者）

も
終
わ
っ
て
、
発
電
機
に
よ
る
明
か
り
も
消
え
る
。

そ
の
こ
ろ
私
は
よ
う
や
く
焼
酎
を
飲
み
始
め
、
ロ
ー
ソ

ク
を
と
も
し
て
、
か
た
わ
ら
本
読
み
を
続
け
た
り
、
あ
る

い
は
日
記
を
書
い
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

読
み
も
の
は
文
学
書
が
多
か
っ
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
社
会
性
の
強
い
も
の
に
関
心
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
広

島
の
原
爆
を
扱
っ
た
井
伏
鱒
二
著
『
黒
い
雨
』
や
、
安
保

闘
争
に
加
わ
っ
た
青
年
の
そ
の
後
の
生
き
方
を
描
い
た
大

江
健
三
郎
著
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ポ
ー
と
に
つ
い
て

の
読
後
感
が
、
今
も
手
も
と
に
あ
る
日
記
に
熱
心
に
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
小
説
で
は
な
い
が
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ベ
イ

ュ
著
『
労
働
と
人
生
に
つ
い
て
の
省
察
』
な
ど
も
、
現
実

の
厳
し
い
労
働
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
読
ん
で
い
る
。
ま

た
『
毛
沢
東
』
と
い
う
本
も
読
ん
だ
と
あ
る
が
、
日
記
で

は
著
者
名
を
瞥
き
も
ら
し
て
い
る
の
で
、
今
、
私
は
だ
れ

の
本
だ
っ
た
の
か
、
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

『
毛
沢
東
』
を
読
み
な
が
ら
、
中
国
大
陸
か
ら
伝
わ
っ

て
く
る
「
文
化
大
革
命
」
の
一
貢
Ｉ
ス
に
耳
を
そ
ば
立
て

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
連
動
し
て
ソ
連
と
中
国
の
対

立
が
起
き
、
共
産
主
義
国
が
傷
つ
け
あ
う
様
も
見
て
い

か
畦
う

た
。
し
か
し
文
化
大
革
命
の
中
で
行
わ
れ
た
「
下
放
」
に

つ
い
て
は
、
私
は
日
記
に
賛
意
を
書
き
つ
け
て
い
る
。
つ

ま
り
都
市
の
知
識
階
級
の
青
年
を
、
一
定
の
期
間
、
工
場

や
農
村
に
送
り
込
み
、
肉
体
労
働
を
体
験
さ
せ
る
、
と
い

う
の
が
、
わ
が
身
に
引
き
寄
せ
て
気
に
入
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
後
に
な
っ
て
み
れ
ば
、
そ
う
単
純
な
事
態
で
は
な
か

っ
た
の
だ
と
わ
か
る
の
で
あ
る
が
。

文
化
大
革
命
と
な
ら
ん
で
注
目
し
て
い
た
の
は
、
や
は

り
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
箙
に
よ
る
北
ベ
ト

ナ
ム
ヘ
の
燃
撃
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
年
だ
が
、

そ
の
主
力
は
日
本
に
駐
留
し
て
い
た
第
七
艦
隊
だ
っ
た
。

ま
た
沖
縄
（
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
返
還
さ
れ
て
い
な
く
て

「
琉
球
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
）
の
基
地
か
ら
も
爆
撃
機

が
盛
ん
に
飛
び
立
ち
、
佐
藤
首
相
は
そ
れ
を
支
持
す
る
発

言
を
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
の
安
保
闘
争
に
わ
ず
か
で
も

か
か
わ
っ
た
者
と
し
て
、
関
心
を
寄
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
事
態
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
集
会
の
一
言
Ｉ
ス
に
つ
い
て
も

敏
感
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
野
党
や
労
働
組
合
も
行
っ
た

し
、
全
共
闘
会
議
と
い
う
名
の
学
生
運
動
に
お
い
て
も
活

発
だ
っ
た
。
な
か
で
も
「
ベ
平
連
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ

は
、
な
か
な
か
大
衆
の
人
気
を
集
め
て
い
る
こ
と
も
知
っ

て
い
た
。

だ
が
私
は
ど
ん
な
組
織
に
も
連
動
に
も
加
わ
ら
な
か
っ

た
。
ど
こ
か
ら
も
誘
わ
れ
ず
、
ま
し
て
自
分
か
ら
出
か
け

よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
本
や
新
聞
を
読
み
、
ラ
ジ
オ

で
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
果
て
は
焼
酎
に
酔
い
つ
ぶ
れ
て
、

し
ば
し
ば
作
業
服
を
着
替
え
も
せ
ず
、
棚
の
ベ
ッ
ド
に
も

ぐ
り
込
む
の
だ
っ
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
世
の
中
は
浮
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
戦
争
に
浮
か
れ
、
反
戦
に
浮
か
れ
、
選
挙
に
浮
か
れ

て
い
た
。
四
十
二
年
に
は
東
京
都
に
美
渡
部
革
新
知
事
が

誕
生
す
る
一
方
で
、
四
十
三
年
に
は
石
原
慎
太
郎
が
大
量

得
票
で
も
っ
て
自
民
党
の
参
議
院
議
員
に
な
っ
た
。
そ
う

い
え
ば
「
昭
和
元
禄
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
た
り
も
し

お
う
か

た
。
文
化
的
に
も
経
済
的
に
も
豊
か
さ
を
謡
歌
す
る
時
代

だ
と
い
う
の
だ
っ
た
。

だ
が
、
私
は
浮
か
れ
て
な
ど
い
な
か
っ
た
。
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地
ご
し
ら
え
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
く
の
、
昭
和
四
十
一

年
十
二
月
十
二
日
か
ら
、
三
日
間
私
は
Ｆ
技
師
と
二
人
き

り
で
山
小
屋
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
山
で
働
く
男
た
ち
が
、
必
ず
し
も
山
を
好
い

て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
特
に
山
小
屋
の
生
活
は
ほ
と

ん
ど
の
人
間
が
敬
遠
し
て
い
た
。
不
便
な
う
え
に
娯
楽
も

少
な
く
、
食
事
も
不
自
由
し
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
じ

仕
事
を
し
て
も
、
自
宅
か
ら
母
親
や
妻
の
こ
し
ら
え
た
弁

当
を
持
っ
て
通
う
こ
と
の
ほ
う
を
、
だ
れ
も
が
望
ん
で
い

る
。
だ
が
手
近
に
適
当
な
働
き
場
が
な
い
か
ら
、
や
む
を

え
ず
奥
山
に
入
る
の
だ
。
だ
か
ら
雨
や
雪
が
降
っ
て
休
み

に
な
れ
ば
、
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か
り
に
、
里
へ
飛
ん

で
帰
る
の
だ
っ
た
。

だ
が
私
は
少
し
違
っ
て
い
た
。
里
の
家
よ
り
も
山
小
屋

の
雰
囲
気
の
ほ
う
に
な
じ
ん
で
、
気
持
も
落
ち
着
く
の
で

あ
る
。
里
に
い
れ
ば
母
親
が
食
事
や
洗
濯
な
ど
身
の
回
り

の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
。
テ
レ
ビ
も
あ
る
し
、
暖
い
部
屋

で
ゆ
っ
た
り
と
寝
る
こ
と
も
で
き
る
。
あ
る
い
は
娘
た
ち

と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
機
会
も
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
よ
う

な
微
温
的
な
環
境
は
好
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む

し
ろ
厳
し
い
山
小
屋
の
ほ
う
が
、
精
神
を
ひ
り
ひ
り
と
引

山
峡
の
雷

ナ
メ
ラ
谷
ｌ
栃
の
大
木
の
下
で

字
江

き
締
め
、
ま
た
高
揚
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
点
で
性
分
に

合
っ
て
い
た
。
私
は
か
な
り
ス
ト
イ
ッ
ク
な
青
年
だ
っ
た

の
だ
。そ
の
と
き
も
雪
降
り
が
続
い
て
、
仲
間
た
ち
は
だ
れ
も

山
へ
登
っ
て
来
な
か
っ
た
。
Ｆ
技
師
と
私
は
交
代
で
食
事

を
こ
し
ら
え
、
た
が
い
に
口
数
も
少
な
い
ま
ま
時
を
過
ご

し
た
。
初
老
の
Ｆ
さ
ん
は
現
場
の
測
量
図
面
に
手
を
加
え

た
り
し
、
私
は
小
説
な
ど
読
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
仲
間

げ
ん
そ
う

た
ち
の
喧
騒
も
絶
え
た
、
静
か
な
山
中
の
た
た
ず
ま
い

も
、
ま
た
い
い
感
じ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
Ｆ
さ
ん
は
ど
う
し
て
山
小
屋
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
と
で
知
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

彼
は
夫
婦
げ
ん
か
の
あ
と
で
一
時
的
に
避
難
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

た
ま
に
雪
が
降
り
や
む
と
、
私
は
猟
銃
を
肩
に
し
て
、

付
近
の
林
を
歩
き
ま
わ
っ
た
。
雲
の
上
に
残
さ
れ
た
テ
ン

や
キ
ツ
ネ
の
足
跡
を
追
っ
た
が
、
出
会
う
こ
と
も
で
き
な

い
ま
ま
疲
れ
て
帰
り
、
ま
た
焼
酎
を
飲
ん
だ
。
い
つ
ぽ
う

Ｆ
さ
ん
も
樹
氷
を
写
す
の
だ
と
い
っ
て
、
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
頂
上
ま
で
出
か
け
た
り
し
た
。

敏(三）
勝

地
ご
し
ら
え
は
、
昭
和
四
十
一
年
の
冬
に
は
三
十
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
行
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
翌
年
の
春
に
は
、
そ
こ

に
杉
と
桧
の
苗
木
を
植
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
事
業
を

拡
大
し
て
、
四
十
二
年
に
は
八
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
四
十

三
年
に
は
四
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
ご
し
ら
え
に
取
り
組

ち
か
の

ん
だ
。
ま
た
現
場
の
主
任
も
、
Ｆ
技
師
か
ら
、
近
野
振
興

会
職
員
の
若
い
Ｔ
君
に
交
代
し
た
。

ナ
メ
ラ
谷
の
地
ご
し
ら
え
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
よ
る

共
同
作
業
で
あ
っ
た
。
我
々
青
年
作
業
班
の
七
名
の
ほ

か
、
中
年
の
人
々
の
二
つ
の
班
も
、
区
分
さ
れ
た
林
班
の

受
け
持
ち
を
く
じ
で
決
め
て
、
い
っ
せ
い
に
作
業
に
取
り

組
ん
だ
。

現
場
の
天
然
林
を
伐
採
し
た
跡
地
で
は
、
伐
り
捨
て
ら

う
れ

れ
た
木
の
太
い
末
や
枝
が
、
縦
横
に
散
乱
し
て
い
た
。
伐

採
後
の
三
、
四
年
と
い
う
の
は
、
木
も
枯
れ
て
、
い
ち
ばなた

ん
硬
く
な
っ
て
い
る
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
を
下
刈
鎌
や
鉈

の
こ
ぎ
り

や
鋸
で
も
っ
て
切
り
開
き
、
棚
状
に
積
み
上
げ
て
片
づ

け
る
の
だ
っ
た
。
ま
た
伐
り
残
さ
れ
た
立
木
も
あ
り
、
細

い
も
の
は
倒
し
て
棚
へ
納
め
、
太
い
の
は
立
っ
た
ま
ま
幹

緯

の
皮
を
剥
い
で
巻
き
枯
ら
し
に
し
た
。

短
い
冬
の
日
々
、
午
前
五
時
三
十
分
に
な
る
と
、
我
々

は
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
棚
の
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
出
し
て
、
カ

ー
バ
イ
ト
ラ
ン
プ
の
明
か
り
の
下
で
朝
食
を
と
っ
た
。
朝

は
発
電
磯
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
六
時
す
ぎ
、
ま
だ
薄
暗
い
山
道
を
現
場
に
向
か
う
の
だ

っ
た
。
七
時
に
は
作
業
を
開
始
し
て
、
午
後
は
四
時
三
十

分
ま
で
、
わ
ず
か
の
休
憩
時
間
を
挟
ん
で
働
き
通
し
た
。

作
業
斑
の
間
で
は
、
も
う
か
つ
て
の
よ
う
な
若
々
し
い

ら
き

熱
気
や
稚
気
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
昭
和
三
十
年 ’

林業技術No.5411987．4



30

三春の滝ザクラリンホフ・スーパーテヒニカ4×5。

〔三春の滝ザクラ〕
所在福島県田村郡三春町滝字桜久保
交通盤越東線三春駅よりタクシー7km
大きさ目通周囲9.4m。樹簡約15m・開花4月20日前後。

国指定天然記念物

ニツコール300ミリレンズ。トライX

〔寂心のクス〕

所在熊本県飽託郡北部村北迫，鹿子木寂心墓標の傍
交通鹿児島本線植木駅下車。タクシー数分
大きさ目通周囲12.5m･樹高30m･樹冠2反8畝。
県指定天然記念木

〔寂心（

所在

交通
大きさ

み
瞼
ろ

亜
三
春
の
滝
ザ
ク
ラ
ー
壮
麗
な
花
の
滝

こ
の
サ
ク
ラ
を
知
っ
た
の
は
、
岐
阜
の
根
尾
谷
の
「
淡

墨
ザ
ク
ラ
」
を
撮
影
し
て
い
た
と
き
だ
っ
た
。
心
を
と
き

め
か
せ
て
は
る
ば
る
東
京
か
ら
重
い
カ
メ
ラ
機
材
を
肩
に

で
か
け
た
の
に
、
無
情
に
も
淡
墨
の
花
は
、
シ
ョ
ボ
、
シ

ョ
ポ
で
、
と
て
も
写
真
に
な
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ

た
。

撒
影
し
あ
ぐ
ね
て
い
た
と
き
、
東
京
よ
り
さ
ら
に
遠
い

福
島
か
ら
来
た
と
い
う
お
ば
あ
さ
ん
が
、
「
私
の
郷
里
に

も
三
春
の
滝
ザ
ク
ラ
と
い
う
、
美
し
い
サ
ク
ラ
が
あ
る
わ

よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

東
京
に
帰
っ
た
私
は
、
早
速
、
福
島
営
林
署
に
電
話
す

る
と
、
江
川
さ
ん
と
い
う
木
々
に
詳
し
い
人
が
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
東
北
の
春
は
遅
い
、
関
東
以
西
で
あ
れ

ば
、
梅
・
桜
・
桃
の
鮒
花
は
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
て
人
の

心
を
慰
め
て
く
れ
る
が
、
こ
の
地
で
は
春
の
訪
れ
と
と
も

に
、
長
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
た
三
花
が
、
待
っ
て
い
ま
し

た
、
と
ば
か
り
に
い
っ
せ
い
に
咲
き
乱
れ
る
。
そ
の
こ
と

か
ら
こ
の
地
名
が
発
し
た
と
聞
い
た
が
、
沿
道
に
は
三
花

が
仲
よ
く
咲
い
て
い
た
。

江
川
さ
ん
の
案
内
で
現
地
入
り
し
た
私
は
、
老
女
の
言

葉
の
よ
う
に
見
事
に
開
花
し
た
滝
ザ
ク
ラ
に
お
目
見
え
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
空
は
ど
ん
よ
り
と
曇
り
、
せ
っ
か
く

の
花
も
灰
色
の
空
に
溶
け
込
ん
で
、
手
が
出
な
か
っ
た
。

翌
年
も
駄
目
。
結
局
、
こ
の
サ
ク
ラ
を
思
い
残
す
と
こ

ろ
な
く
撮
影
で
き
た
の
は
三
年
目
の
春
で
あ
っ
た
。

好
機
到
来
、
は
や
る
心
を
押
し
静
め
な
が
ら
こ
の
木
を

巡
る
。
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寂
心
の
ク
ズ
Ⅱ

私
の
古
樹
巡
礼 「

プ
ロ
’
一
力
六
×
六
。
八
○
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ
ｌ

写
真
・
文

八
木
下
弘

訓
寂
心
の
ク
ス
Ⅱ
ｌ
壮
大
な
樹
形

「
ク
ス
ノ
キ
を
、
こ
よ
な
く
愛
す
」
と
い
う
福
岡
市
の

木
村
智
晴
氏
の
誘
い
に
、
福
岡
を
訪
ね
た
私
は
、
営
林
署

の
舞
鎚
衆
を
根
城
に
し
て
、
連
日
精
力
的
に
ク
ス
の
巨
木

の
取
材
に
飛
び
回
っ
た
。
今
日
は
い
よ
い
よ
日
程
最
後
の

「
熊
本
城
の
ク
ス
」
と
「
寂
心
の
ク
ス
』
の
撤
影
。

熊
本
城
の
ク
ス
は
十
数
年
前
に
取
材
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
寂
心
の
ク
ス
は
私
の
手
も
と
の
資
料
に
も
な
い
、
ま

っ
た
く
未
知
の
木
で
あ
っ
た
が
、
木
村
さ
ん
が
是
非
に

と
、
資
料
を
添
え
て
勧
め
て
く
れ
た
ク
ス
で
あ
っ
た
だ
け

に
期
待
も
大
き
か
っ
た
。

鹿
児
島
本
線
の
植
木
駅
は
熊
本
市
に
程
近
い
。
駅
か
ら

タ
ク
シ
ー
で
数
分
、
広
々
と
し
た
畑
の
中
に
、
お
も
い
き

り
枝
葉
を
空
中
に
生
い
茂
ら
せ
て
い
る
こ
の
ク
ス
の
巨
木

は
遠
く
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
た
。

タ
ク
シ
ー
を
降
り
る
と
、
こ
の
ク
ス
は
畑
の
く
ぼ
地
に

ば
ん
き
ょ

あ
っ
た
。
根
は
蟠
踞
し
、
巨
枝
は
曲
が
り
く
ね
っ
て
異

形
。
樹
勢
は
き
わ
め
て
旺
盛
の
よ
う
だ
が
、
察
す
る
に
畑

地
の
中
の
孤
立
木
で
あ
る
た
め
、
周
囲
の
畑
の
栄
養
分
を

十
分
吸
収
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
私
の
知
る
各
地
の
国

指
定
天
然
記
念
物
の
ク
ス
と
比
べ
て
一
歩
も
引
け
を
と
ら

な
い
。
木
村
さ
ん
が
推
聴
す
る
に
値
す
る
「
ク
ス
」
で
は

あ
っ
た
。

樹
下
に
、
「
鹿
子
木
寂
心
の
墓
」
と
記
し
た
石
碑
が
あ

る
。
鹿
子
木
寂
心
は
今
よ
り
四
三
○
年
前
、
熊
本
市
西
北

方
を
統
治
し
た
人
で
あ
る
と
い
う
。

枯
枝
を
家
に
持
ち
帰
り
、
た
き
ぎ
に
す
る
と
、
そ
の
家

は
必
ず
火
災
に
遭
う
と
い
う
、
言
い
伝
え
が
こ
の
木
に
は

坐
の
で
。
。

林業技術No.5411987．4



32
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彫
り

き
め
込
み

製造工程

も
て
は
や
さ
れ
る
う
ち
に
、
そ
の
技
術
が
伝
わ
っ
た

も
の
で
、
江
戸
文
化
の
発
展
に
つ
れ
て
木
目
込
人
形

も
江
戸
風
に
変
化
し
、
素
地
に
桐
塑
を
用
い
る
よ
う

に
な
っ
た
。
江
戸
木
目
込
人
形
に
は
、
岡
本
玉
水
系

と
名
川
春
山
系
の
二
流
が
あ
り
、
岡
本
系
の
初
代
小

林
鉄
之
助
は
幕
末
に
京
都
か
ら
職
人
を
招
い
て
創
業

し
、
ま
た
、
名
川
系
の
初
代
名
川
岩
次
郎
は
天
保
三

年
（
一
八
四
こ
、
浅
草
の
人
形
師
瀬
山
金
造
か
ら

独
立
し
て
両
国
で
創
業
し
た
。
以
後
諺
両
系
統
の
弟

子
た
ち
に
よ
っ
て
技
術
、
技
法
が
継
承
さ
れ
て
い

プ
（
》
Ｏ

な
お
、
古
く
か
ら
桐
塑
頭
で
わ
ら
胴
の
岩
槻
人
形

の
産
地
で
あ
る
岩
槻
の
江
戸
木
目
込
人
形
は
、
名
川

系
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
。

原
材
料
頭
と
胴
、
手
足
に
使
用
す
る
可
塑
材
は
キ

リ
、
素
焼
の
頭
に
使
用
す
る
粘
土
は
白
雲
土
、
着
付

け
に
使
用
す
る
生
地
は
絹
織
物
、
綿
織
物
、
髪
に
使

用
す
る
糸
は
絹
糸
。

製
造
技
術
伝
統
的
な
江
戸
木
目
込
人
形
は
、
胴
と

手
足
の
素
地
は
桐
塑
で
あ
る
が
、
頭
は
桐
塑
の
も
の

と
粘
土
を
素
焼
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
桐
塑
は
キ
リ

の
中
粉
に
生
ふ
の
り
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
練
り
上
げ
て

作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
頭
、
胴
、
手
足
は
粘
土
で
原

型
を
作
り
、
原
型
を
木
枠
に
入
れ
て
、
硫
黄
あ
る
い

は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
溶
か
し
込
ん
で
型
（
か
ま
）
を

取
る
。
か
ま
は
原
型
の
前
半
分
と
後
半
分
の
二
つ
の

型
に
す
る
。
桐
塑
を
前
後
の
か
ま
に
詰
め
て
一
体
に

し
、
か
ま
か
ら
取
り
出
し
た
素
地
（
ヌ
キ
）
を
乾
燥

さ
せ
、
完
全
な
ヌ
キ
に
補
修
す
る
。
頭
は
地
塗
り
を

し
、
目
、
鼻
、
口
を
小
刀
で
切
り
出
し
、
さ
ら
に
上

塗
り
を
し
て
磨
い
て
艶
を
出
す
。
顔
は
面
相
筆
で
眉

や
目
を
か
き
、
頬
紅
を
さ
し
、
口
紅
を
入
れ
る
。
次

に
毛
を
植
え
結
い
上
げ
る
が
、
髪
形
に
は
結
上
げ
、

か
む
ろ

割
毛
、
禿
の
三
種
類
が
あ
る
。
胴
は
素
地
磨
き
を
し

た
後
上
塗
り
を
し
、
布
を
き
め
込
む
溝
を
彫
っ
て
、

そ
こ
に
寒
梅
の
り
を
入
れ
、
型
紙
に
合
わ
せ
て
切
っ

た
衣
裳
地
を
目
打
ち
や
へ
ら
で
き
め
込
む
。
そ
の
き

め
込
み
方
に
は
合
わ
せ
目
と
重
ね
目
の
二
通
り
が
あ

う
③
。

生
産
地
東
京
都
台
東
区
、
墨
田
区
、
文
京
区
、
北

区
、
荒
川
区
、
板
橋
区
、
足
立
区
、
葛
飾

区
、
江
戸
川
区

埼
玉
県
岩
槻
市
、
春
日
部
市

生
産
規
模

東
京
都
○
企
業
数
二
九

○
従
事
者
数
三
三
一
人

○
年
生
産
額
五
億
六
三
○
○
万
円
（
内
伝

産
品
二
億
二
五
○
○
万
円
）

埼
玉
県
○
企
業
数
二
八

○
従
事
者
数
二
二
○
人

○
年
生
産
額
一
四
億
五
○
○
○
万
円
（
内

伝
産
品
八
億
四
○
○
○
万

円
）

組
合
○
東
京
都
雛
人
形
工
業
協
同
組
合
〔
〒
二

一
東
京
都
台
東
区
柳
橋
二
’
一
’
九

東
京
卸
商
セ
ン
タ
ー
内
電
話
（
○
三
）

八
六
一
’
三
九
五
○
〕
岩
槻
人
形
協
同

組
合
〔
〒
三
三
九
岩
槻
市
木
町
五
’
六

’
四
四
商
工
会
館
内
電
話
（
○
四
八

七
）
五
七
’
八
八
八
一
〕

’
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全
国
伝
統
的
工
芸
品
セ
ン
タ
！
主
任
相
談
員

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

旧・江戸木目込人形

お
が
く
ず

木
材
の
加
工
中
に
で
き
た
鋸
屑
は
、
氷
の
貯
蔵

あ
い
が
め

用
、
果
物
の
包
装
用
、
藍
認
の
燃
料
、
蚊
い
ぶ
し

用
、
紺
屋
の
型
置
き
用
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
鋸
屑
の
よ
う
な
木
屑
を
材
料
に
し
て
作
っ

た
工
芸
品
が
あ
る
。
こ
の
鋸
屑
の
よ
う
な
木
の
細
粉

を
固
め
た
も
の
を
可
成
型
木
材
と
い
う
が
、
こ
れ
を

用
い
て
工
芸
品
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
、
い
つ
ご
ろ

か
ら
始
ま
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
珍
し
く
、

数
少
な
い
も
の
の
一
つ
に
江
戸
木
目
込
人
形
が
あ

る
。
木
目
込
人
形
は
、
木
彫
り
の
人
形
に
細
い
溝
を
彫

り
込
み
、
そ
こ
に
衣
裳
地
を
き
め
込
ん
だ
も
の
で
、

圭
で

素
地
が
木
そ
の
も
の
と
、
桐
塑
（
キ
リ
の
粉
を
型
で

固
め
た
も
の
）
の
も
の
が
あ
る
。
元
文
年
間
（
一
七

三
六
’
四
○
）
に
京
都
の
上
加
茂
神
社
で
、
祭
事
に

や
な
い
ぱ
こ

用
い
る
柳
筥
を
作
っ
た
職
人
が
、
そ
の
残
片
で
人
形

を
作
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
当
初
加
茂

で
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
加
茂
人
形
ま
た
は
加
茂
川
人

形
と
い
わ
れ
、
胴
に
衣
裳
地
を
き
め
込
ん
だ
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
木
目
込
人
形
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

種
類
ひ
な
人
形
、
五
月
人
形
、
風
俗
人
形
、
歌
舞

伎
人
形
、
能
人
形
な
ど
。

特
色
京
都
の
ぽ
ち
や
っ
と
し
て
、
ふ
く
よ
か
な
顔

立
ち
に
対
し
て
、
や
や
や
せ
形
で
、
小
味
の
利
い
た

細
か
い
目
鼻
立
ち
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

沿
革
江
戸
木
目
込
人
形
は
、
京
都
で
発
祥
し
た
木

目
込
人
形
が
、
京
都
か
ら
江
戸
へ
の
土
産
物
と
し
て

休業技術No､5411987．4
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に導入する。

(2)事業実施主体

都道府県，市町村，森林組合等

(3)62年度予算額･…･100億円

2．森林整備体制緊急強化事業

(1)事業内容

森林組合，森林雛備法人が，間伐

等の実施に必要な事業運営資金等必

要な資金について借入れた場合の利

子助成を行う。

(2)62年度予算額･…131百万円，

融資枠65.6億円（前年度100百万

円，融資枠50億円）

3．間伐促進機械緊急開発普及推

進事業

(1)事業内容

間伐材生産の合理化，労働の軽減

等に必要な機械の緊急開発および普

及の推進を図る･

(2)62年度予算額･･…･78百万円

Ⅱ、森林地域活性化緊急対策におけ

る間伐対策

農村鶴

62年度新事業森林地域活性化

緊急対策の概要

近年の木材価格の低迷や林業経営

賀の増嵩等を背景とした林業生産活

動の停滞等により，生産埜盤の整

備，間伐の実施の遅れなどが見られ

るところとなっており，こうした状

況に適正に対処するため，62年度

から新たに「間伐促進総合対策」を

核として「森林地域活性化緊急対

繁」が実施されるところとなってい

る。

その概要は次のとおりである。

1.森林地域活性化緊急対策の概要

本対策は，1森林地域活性化緊急

対策索業，2.森林整備体制緊急強化

事業および，3.間伐促進機械緊急|州

発普及推進事業より成り立ってい

る。

1．森林地域活性化緊急対策事業

(1)事業内容

①森林整備事業：地域の実態に即

し，計画的に間伐等の森林整備を推

進する。

②基盤整備事業：林業生産性向上

および森林整備の促進を図るため，

作業道を整備する。

③流通施設等整備事業：林業生産

性向上および森林整備の促進を図る

ため，生産流通加工施設等を計画的

、守 ｡｡F縁一一閏ご一手,三幸画一．､.，.｡-.qO 身△P叫判乙弱正三畦9回hLや引巍仁…竺一和“ー画一T－やrL"I

素材生産と搬出

距離
搬出距離別伐採箇所数の構成比の推移

40年代から50年代にかけて，わ

が国の経済が高度成長から安定成長

へと移行するなかで，林業を取り巻

く環境も大きく変化した。

木材需要については，48年をピ

ークに減少傾向に転じ，木材価格に

ついても56年以降低迷を続けてい

る。また，生産コストのかなりの部

分を占める労働賃金も，10年前と

比較して大きく上昇している。

このようななかで，造林面職につ

いては，ピーク時の約4分の1にま

で落ち込み，引き読き減少傾向を見

せている。一方，紫材生産量につい

ては，ピーク時(42年）の約6割と

なっているものの，最近は，ほぼ検

ぱいで推移している。これは，択伐

や間伐など新植を伴わない伐採が増

％
50

（搬出距離）
43

ﾉー･一雲一｡(200~5001n)
40

へ，／

30
(200m未満）

2

(500－1．000，1）20

、
、
、

×～一X、～、×－－～×～､～×－－－×〆一

~X-=-x､~､M(LOO,剛以ト
ー

10

7 1 010118111ウ

515560年

灘料：林野庁「素材生産幾助向洲査」（46年度）
「立木市場動態淵壷」（51～60年度）

注：人工林（スギ，ヒノキ，カラマツ）の数値である。

『勺哩－－－口頭を誼滝澤章寺察…L≠毛峰”。…gら凸一一一弓 －■－F古一三母 『
一
年

一
飯己壷ｐＰｑＬ》守一串

一
々
｜晶一』
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三
三
＝

冒林卿
三
＝

＝

言信心植
＝
＝

言境内に信
＝
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言古くから
ヨ

ニ訪れた神
＝

言山最乗寺
＝
＝

言た。こ‘
三

三で,応永
＝

=えられる
三

言東京都の
＝

三葉山弥勒
＝

三寺である
＝

言この境
＝

言という日
＝

＝

=している
＝

三複層林施
＝

三1986.3）
＝

昌林は，郭
＝、

冒樹高401
＝

言れている
＝

三神奈川県
＝

冒されたほ
＝

＝

言大なスギ
三

三昔の神代
三

言これら
＝

言に植栽の
＝

三現在まで
＝

三本を超え
＝

三推定して
＝

三本数は，
＝

三にのぼる
目＝

写0Ⅱ11111111ⅡiiiiiiiO川I

森林地域活性化緊急対策という

新たな制度の下，62年度の間伐

対紫は，

(1)間伐実施面積16.4万1,a(前

年度15.9万1,a)

(2)間伐事業費単価88,700円(前

年度85,910円）

(3)間伐作業道等整備710km("

年度307伽1）

等として，その充実が図られた

ほか，前掲のとおり森林整備体制

緊急強化率業の融資枠の拡大およ

び間伐促進機械緊急開発普及推進

事業の測設等施策の充実が図られ

ている。

現在，緊急間伐対象森林の早期

の解消は，わが国林政上の最重要

課題の一つとなっており，本制度

の下，さらにいっそうの間伐の実

施が期待される。
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縊
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鈍
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鈍
恒
準
恥
鐸
麹

大雄山般乗寺参道にならぶ寄進植の石碑

進 植寄林政拾遺抄

る。どんなに信者の協力が大きかっ

たかがしられる。寄進者には個人も

あれば講中もある。寄進した本数も

5,000,8,000,1万，3万，5万本

と多少の差はある。参道の両側に刻

石が並び，それには苗木寄進者の氏

名と寄進本数が記してあるが，祈祷

料として，報恩としてなど，いずれ

も信心の祈りを込めて立てられたも

のであろう（なお，寄進の金額を苗

木本数で表示した場合もあったろう

が，寄進植を目的としたことは同じ

である)。

植えた木は大切に守られた。江戸

時代には本木を伐れば首を，枝を伐

れば手足を，葉を伐れば指を，草を
しゆ嘘つ

刈れば鬚髪を切るとする「伐木禁制

の淀」も設けられていた。第二次大

戦中，10万I1Fほどが強制伐採され

たものの，現在では年間数本程度，

修築用に伐る以外は一切伐採を行わ

ない方針が立てられている。

参道の近くに直径3～4mの大き

な切り株があちこちに残っている

力式，樹体に空洞があった形跡は少な

い。傍らにそびえ立つ巨木が，いつ

までも，空洞をつくらず中身の充実

したままで成長し続け，寄進者の心

に報いてほしい。それを祈る気持で

いっぱいとなった。（筒井辿夫）

信心植ともいう。主として寺院の

境内に信仰者が苗木を植える慣習は

古くから，広く行われていた。過日

訪れた神奈川県南足柄市にある大雄

山最乗寺境内のスギもそうであつ
めいさっ

た。この寺は曹洞宗に属する名刹

で，応永元年(13”開創されたと伝
どうり上うさん

えられる。「道了尊」として知られ，

東京都の高尾山薬王院，群馬県の迦

葉山弥勒寺等と同じく天狗で有名な

寺である。

この境内に,1ha当たり2,624IIIF

という日本一高い蓄積のスギが生育

している。鈴木清「大雄山寺有林と

複層林施業」（林業技術，528号，

1986.3）によれば，その林分のスギ

林は，平均胸高直径94.8cm,平均

樹高40m,平均材稜12.69mpと示さ

れている。なにしろ昭和28年には

神奈川県の天然記念物第1号に指定

されたほどである。直径1xn近い巨

大なスギが林立している様は，古い

昔の神代スギの山相をしのばせる。

これらのスギはすでに400年以前

に植栽の記録を残している。その後

現在まで，植栽された本数は80万

本を超えると『神奈川県林政史』は

推定している。このうち，寄進植の

本数は，明治年間だけでも30万本

にのぼ昂と記録されているのであ

禿言豆寺声雪嘩全李蓉憩1「可言一示毫石弄言奉＝諏秘．~礎堅

えていることや，蓄積の多い林分の

伐採などにより，木材価絡の低迷等

に対応した生産活動が行われている

ためと考えられる。

このような動きとも関連して，搬

出条件のよい所を伐採する傾|句も見

られる。

45年および51年においては，搬

出距離別の伐採箇所数の割合の差

は,比較的小さかった。50年代を通

じて，搬出距離の長い伐採箇所の割

合は減少し，逆に搬出距離の短い伐

採箇所の割合は増加している。

これは，木材価格の低迷，コスト

の上昇等により搬出条件のよい所で

ないと素材生産が困難となっている

ことを示している。

林道・作業道の整備による作業条

件の改善の重要性が改めて認識させ

られる。

iiiiiiiOlⅡ,川wIⅡI蝿lⅡⅡIⅡ11111ﾘ川IⅡ11ⅡⅡ川ⅡH1ⅡⅡ1ⅡⅡl川Ⅱ{Ⅱ11川111ⅡlⅡ1111ⅡⅡⅡ川ⅡIⅡIlII1IⅡIⅡ'1川lIIIIIIⅡⅡⅡⅡlIiⅡⅡ11ⅡIⅡII11IllilⅡⅡ川lⅡ111F

林莱技術No.541m1987.!l

■o,Qが、ヘロロー＝…垂■…J三口B魚征



36

「数寄屋風情」のある家
ずe

数寄について辞書は，非俗で優美利休が大成した茶の道では，必要

なこととか風流道を好むことと説明な道具を手近な素材を用い，装飾の

してあるが，風流は茶道，書道からない簡潔な加工手法で，紫材が本来

歌舞音曲まで広がるので，俗なにお備えている美しさを発現することを

いもある。しかし数寄屋は，千利休求めており，それが茶の心での美探

が原型を造った草庵茶室を指すのが究の感覚であろう。『数寄屋」もこ
けんらん

普通であり，絢燗豪華な御殿建築やのような美意識に基づき造作されて

荘雌な寺社建築とは，対照的な日本おり，簡素なたたずまいの中は，目

の建築美とされている。を奪う華やかさは何もなく，想念は

町

==I

旧高峰家（金沢市郊外）

覗q館語嗣

信ﾘIIII大学林学科編

世界の森林を

歩く

都市文化社

〒162束京都新宿区下宮比町15
飯田橋ハイタウン虹9

(303-268-6031)

昭和62年2月20日発行

A5判,250頁

定価2,500円（〒300円）

本諜は単に紀行文を集めたもので

はもちろんないし，また論文集でも

ない。多数の執筆者がそれぞれの視

点から対象を取り上げていて，しか

も内容の難易や精粗が統一されてい

，休業技術No.5411987|．4

土壁のある中庭に面した居間

建築設計家・滝沢隆（禁雌断使用）

るわけでもなさそうである。しかし

ながら，読み進むにつれて全体を貫

く一つの大きな流れのようなものが

あることに，読者は気付くに違いな

い。本書の持つ一種不思議な魅力は

まさにそこにあるといってよいであ

ろう。

その流れに直接触れる前に，本書

の出版の経緯や内容について少し述

べておきたい。本書のもとになった

のは，かつての国際森林年に開講さ

れた信州大学公開講座「世界の森林

と環境一人間にとって価値ある森

林を求めて」だという。その際資任

者であった中村健教授の定年退官を

記念して，執筆者と対象地域を広げ

て新たにまとめられたのが本書であ

る（本書の「はじめに」より引用)。

その第1部は「森林と人間生活」

と題し，いわば造園学的な視点から

の3編，林学的な視点からの3編が

収められている。これに対し，第2

おのずから俗事を離れ，目前の茶事

に集中して非俗の境に遊ぶことにな

る。

これまで多くの古民家を見て，

「数寄の風情のある建物」に出会う

ことがなかったが，金沢市郊外に武

家屋敷を集めて造られた江戸村で，

その事例を見ることができた。

それは，旧加賀蕪下級武士の高峰

家で，タカ・ジアスターゼの発明で

世界的に有名な高飾譲吉博士の旧宅

でもある。博士は，屋倣地内に増築

して生活したのであろうが，江戸村

に移築された家は，間口約5間，奥

行約3間半，それに裏側に座敷部分

が突出して，建物敷地がかぎ形にな

った江戸期の平屋建築である。

裏手に回ると，向かって右側に2

間幅の突出した座敷，その左隣に約

1間半の居間，さらに左に約1間半

の総土壁が続くといった区分になっ

ている。座敷は，突出した切妻屋根

の端から1間奥に引っ込んでおり，

部は「森林の破壊と再生」と題して

4編で構成され，内容はやや専門的

といえるかもしれない。執筆者は信

州大学の教官と卒業生からなる10

名である。

こういう出版の経純からすれば，

内容はどうしても難解になりがちな

のに，その点本書はかなりよくその

問題点を克服しているといえよう。

しかし何よりも大きな魅力は，本書

力習一貫して森林と人間の関係を注視

していることである。これこそが本

書を特徴づける流れにほかならな

い。

アラスカの原始地域から，東南ア

ジアのアグロフォレストリーに至る

まで，すべて人間と森林の関係とい

う一連の軸の上に位置づけできるで

あろう。森林への人間の干渉を抑え

るのも，破壊された森林の回復を図

るのも，いずれも人間の英知にほか

ならない。あるいは森林に憩いを求
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腰板のある明かり障子が4枚立て

られ，その前は「上り縁」があ

る。居間は，座敷屋根の端から1

間半奥に下がり，3枚の明かり障

子が立ち，その前は狭い縁側で，

左側の土壁境に同じ土壁の仕切り

が立ち縁側の突き当たりになって

いる。土壁の左外側も土壁で，座

欺の外壁と対面し，居間と土壁の

間に雪よけのため深く差し出た

「こけら葺き」の軒が覆って，土

間空間になっている。

したがって，雨の日は下級武士

の屋敷内畑からの収粒作業が行わ

れ，農具も置かれたであろうが，

今は，庭と直接連続する｢阿屋｣的

空間となり，土壁，丸太柱，明か

り障子などが醸し出す雰囲気は，

「数寄屋風情」そのもので，高峰

博士も時に深い軒下の土間で，独

り静かに学究の想を凝らしたもの

であろう。

ｄ
１
０
１
１
ｊ
１
■
■
■
■
日 " ＝刀

，

山岳林道

山岳林道は，林業経営に必要な各

種の事業活動を最も効率よく運営す

るための血管の役割りを果たすべき

もので，単に，山岳林の中に広い道

路を開設するだけであってはならな

いはずである。我々人間にとって，
堂つしよう

末梢の毛細血管による新陳代謝がき

わめて重要であるように，林道にお

いても先端部の間伐林道や作業道な

どと，沿線のすべての経営林地との

接続連絡が有機的に能率よく行わ

れ，育林から伐出までの各種作業が

円滑安全に進められるように設計さ

れることが，最も大切なのである。

だから，林道開設が計画されるにあ

たっては，まず，対象地域の現場で

は，現在から将来にわたって，造林

から伐木集運材までの事業活動にお

いて，どのような作業技術システム

と林業穣械が導入されるべきかとい

うことに関する適確な洞察を行い，

特に，集運材作業ネットワークや積

み込み作業土場などの設計その他に

十分な配慮がなされ，毛細血管的機

能を十分に果たし得る実戦的な林道

網，作業道網のあるべき姿を練り上

げ，これをよく頭に入れたうえで，

それを支える幹線林道の規模や配置

などへと，総合的に計画を組み立て

拡大していくのが本筋であると思

う。

山岳林地帯の，間伐林道や作業道

と称する道を歩いてみると，急斜面

を大胆に幅広く切り取り，あるいは

擁壁で固めて，あたかも高速道路や

観光道路であるかのような景観を呈

している所が多く，施工に伴う林地

の無益な損傷が見られるばかりでな
にしご

く，長い梯子でも持って行かなけれ

ば，沿道の山林へは容易に入って行

けないという，およそ何のための間

伐林道なのかわからないような部分

が少なくない。

急峻な山岳林においては，ここ当

分の間，チェンソーのような可搬式

鋸断機械や，ワイヤーロープなどを

使った架線集運材作業が，最も有力

な伐出手段の座を守り続けるであろ

うから，マクロな林道網密度などの

考え方も平地林の場合とは具体的技

術戦略や作業仕組みが異なる以上，

当然，変わったものになるはずで，

毛細血管的使命を持った間伐林道や

作業道にいたっては，車両の走行速

度を遅く制限することはもちろん，

やむを得なければ車の大きさや積載

量を小さくおさえ，待避場所を設け

て一車線交互通行としたり，状況に

よってはあえてスイッチバックの採

用を認めるなど，相当思い切った柔

軟な対応が必要であると思う。我々

はここに改めて現場大地に根をガッ

チリ広げた，実戦能力のある山岳林

伐出技術を研修し直し，その哲学を

身に着けて，林業技術者らしい，血

の通った林道網の計画，設定，設計

を行いえるようになっていかねばな

るまい。 （指南車）

（この棚は縮鍵要員が担当しています）

１
１

L

■
４

めるのもまた人間である。両者の関

係の種々のステージを，読者は本瞥

から読み取ることができるであろ

う。

アラスカ国有林の管理運営の根本

思想は，「森林はその9割以上まで

自然に支配されていて，人間はそれ

に手を貸すだけ」（本書24ページ）

とのことである。確かにそのとおり

に違いないが，残りの1割弱の在り

方が森林に決定的な影響を与えるこ

とを忘れてはならない。森林が多様

である以上に，人間と森林の関係は

多様である。本書を通じ，多くの人

にその一端にでも触れてもらいたい

ものである。

（山形大学農学部・北村昌美）

~1

ｌ
凸

ｒ
Ｆ
・
■

I

Ｉ
１
ｊ
Ｉ
■
０

※＜本の紹介＞3月号(No.540)『童
話と樹木の世界一一林学との接点を
求めて』（筒井蓮夫署）の記噸中，
発行所名（朝日新聞社）が漏れてい
ましたので，追記いたします。 |’

林業技術NO.5411987.4
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煉煙炉によるブナ丸太の熱処理

w､lコンサルタント鳥居平吉

木材工業No.480

1987年3月p.14～18

製材に先立ち生材丸太をそのまま

加熱炉へ入れ,200｡C前後で2～3

日間熱処理し，冷却後製材すると加

工性が良くなる。特に製材しにくい

ケヤキ材やその他銘木類に利用して

効果をあげている。従来炉に製炭窯

の経済性を取り入れ，比較的容易に

丸太を高温加熱処理できる氏家式丸

太熱処理法について，木材加工にお

ける有効性および処理結果の特徴の

2件について，身近なブナ材を対象

とし，営業運転を兼ねた実用的スケ

ジュールにより，ほぼ同じ条件で2

回の実験を繰り返し，処理効果を無

処理と比較検討した。

1.ブナ材の処理操作は，初期の温

度上昇を緩慢にし,処理時間は50～

80時間，室温最高250℃以下,材温

60～70･C(樹皮下20cm)18時間程

度がよい。

2.熱処理の最大の特徴は，材内生

長応力の減少であり，製材しやす

く，事後の乾燥でさけ等の損傷発生

が少ない。

3.低含水率域の人工乾燥は早く，

乾燥による収縮率で半径方向と繊維

方向が大きい傾向がある。

本法は機構が単純で，温度管理に

自動制御装置を利用し，排煙，耐久

性の改善を図れば特定の樹種に対し

実用に供せるとしている。

枝打ちがアカエゾマツの生長に

林業技術No.5411987.4
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及ぼす影響

林試・北海道支場佐藤明ほか

北方林業39－3

1987年3月p､17～21

アカエゾマツは鮒害など諸害に強

く各地で植栽されており，また高級

材（ピアノの響板など）としてイメ

ージが強いが，楽器材としては欠点

がなく，2～3mmの均一な年輪幅

を必要とする。しかし，アカエゾの

枝は10～20年程度では自然落下し

ない。いずれにしても，将来無節材

を生産するには枝打ちを考えなけれ

ばならない。そこで，生枝打ちがア

カエゾの生長にどう影響するか調査

した。

以下，17年生（約4,000本/ha)

と14年生（3本植高密林分）の人

工林についての実験結果が報告され

ている。枝打ちは枝下断面積比が

20％以下になるような強度の枝打ち

を行わないこと（例えば，立地条件

によるが,20年生前後では梢端より

少なくとも5～6番目の輪生枝まで

の枝葉は残すことが，枯損を招かな

いポイント)，また，強度の枝打ち

ほど不定枝（萌芽枝）の発生が多く

見られた。不定枝は，光条件によっ

ては徐々に生長し始泌るので，枝打

ちの管理も重要である。

ヒノキ林の枝打ちに対する間伐

と施肥の効果

静岡・林試伊藤守夫

森林と肥培No.131

1987年2月p.14～18

枝打ちによって無節で完満な材が

生産されるが，他方生長量の減少を

伴う。そうした減少を防ぐ手段とし

て，間伐と施肥が有効となるが，こ

こでは，これらの組み合わせ試験を

行い，枝打ちによる材積生長の変化

とこれに及ぼす間伐および施肥の影

響および材の完満度の変化などに対

する影響について報告している。

枝打ちによる生長量の減少に対し

て，間伐は胸高直径生長量を回復さ

せたが，樹高ならびに材積生長戯に

はともに効果はなかった。他方施肥

は樹闘ならびに胸高直径生長量をと

もに回復させ，材積生長量を増加さ

せた。強度の枝打ち（葉の除去率と

して50％ぐらい）であったが，材

積生長避は12(間伐林分)～17(無間

伐林分)％増加し，顕著な肥効が認

められた。

完満度について見るに，枝打ちは

樹紳下部の生長減である完満化であ

るのに対し，施肥は樹幹上部の生長

増による完満化である。したがっ

て，無節で完満な均等材を収役する

には，枝打ち・間伐・施肥の組み合

わせ処理が最も望ましい施業法であ

ると考えられる。

北海道におけるヘリコプタによ

る野ねずみ防除

北海道林務部杉浦勲

機械化林業No.399

1987年2月P.35～39

野ねずみ防除は，昭和34年に野

ねずみの異常発生を契機に，人力に

よる薬剤散布に加え，ヘリコプター

による殺そ剤散布を導入した。現在



では空散率は87％に達している。

以下，事業の内容および事業の仕

組みについて述べているが,その利

点を挙げると，

①大面積にわたり適期をのがさず

実施できること，②人手で散布しに

くい造林地や周辺の天然林にも容易

に散布できる，③殺そ剤が林地に均

等に落下するので’野ねずみ数が多

く，林地のどこにでも生育する場合

に効果的である。しかし，他方，

①複雑な地形や4面積造林地での

的確な散布，②適期（初冬の季節風

のため）の散布，などに検討の要が

ある｡

ブナの天然更新について（1）

元林試前田禎三

林経協月報No.305

1987年2月p.20～26

現在，問題になっている天然更新

の対象地は，日本海側のブナ林地帯

である。

まず，本論に入る前に，今までに

天然更新の試みがなされてきたもの

について，主として更新上の特性，

特に稚樹の光条件に対する耐性によ

って，対象樹種のグループ分け（カ

ンパ型，ブナ型，シラベ．コメツガ

型）を行っている。そして，このグ

ループ別に更新方法を述べている。

ブナは，林内での稚樹は数年間のう

ちにほとんど消失し，古い前生雅樹

は非常に少ない。種子の有効飛散脆

囲は樹冠の端から5m(豊年作はそ

の2～3倍）である。したがって，

天然更新は母樹保残（点，群，帯状

など)，地床処理併用が必要である。

特集：国有林問題を考える(I)

2.国有林経営の変遷一森林施

業を中心として

東大農南雲秀次郎

林業経済No.460

1987年2月P､9～15

社会が高度化し，被雑化するにつ

れ，人々の森林に対する関心は深ま

り，森林の有する多くの公益的機能

の発揮に対する期待も高まり，その

結果，森林施業は単純同齢の人工林

から複層林施薬へ，さらに天然林施

業へと傾斜してゆくことになる。こ

うした背景のもとに，国有林経営の

歴史を施業論を中心に概観し，その

問題点を探求している。

国有林経営の変遷を戦前期と戦後

に大別して考察している。戦前の拡

大造林(適地判定未知の反省)から天

然林施業（恒続林思想）への転換，

そして戦後も拡大造林（不成績造林

地の反省）から天然林施業（非皆伐

施業）への転換が，沿革的に検討さ

れ，今後の在り方を示唆している。

名古屋市東谷山フルーツパーク

東谷山フルーツパーク林俊次

グリーン・エージNo｡158

1987年2月p.24～27

このフルーツパークは，市民への

憩いの場および子供たちへの野外教

育の場として，さらに都市農業の振

興を図るため，果樹栽培農家に対す

る栽培技術の指導，研究を行うなど

多目的な農業公園として55年4月

に開園した。

以下,施設の概要(果樹園,世界の

果樹温室，修景施設）および主な業

務の内容（果樹栽培技術の指導およ

び栽培展示，催し物の開設）につい

て解説している。果樹園は102,495

In2で，モモ園，ナシ園，カキ園，

クリ園，ウメ風リンゴ風ミカン

園から成り，ウメに始まり，モモ，

ナシ，リンゴと開花する風情も捨て

がたい。

低質未利用広葉樹材の有効利用

39

(第1報)－パルプ原木の実態

調査及びミズナラ材の集成ブロ

ック化試験

北海道・林産試窪田純一ほか

林産試験場報No｡421

1987年2月p.1～10

低質広葉樹材の利用方法を開発す

る研究の一環として，まず，現在の

低質未利用広葉樹材（パルプ材）の

現状を把握することを目的とし，さ

らに，これらの材料の利用価値を高

める一方法として，集成ブロック化

を想定し，製材，乾燥，加工の各工

程における作業性および技術的な問

題について検討している。

農林複合経営による山村の活性

化一林地の立体的活用

東農大杉浦孝蔵

森林と肥培No.131

1987年2月p.1～10

山村の活性化を図るために，植物

資源の生産を対象に林地の立体的活

用（林内複合経営）について，例を

準げて解説している。

ここでは，スギ林内のワラピ栽培

(山形県大江町地方)，マツ林内のセ

ンリョウ栽培（愛知県岡崎地方）お

よびキリ林内のゼンマイ栽培（新潟

県高柳町地方）について，その林分

の状態，生産体系，収支，需給と経

営上の留意点などを述べている。

○山田利博：ヒノキ樹脂胴枯病

の病態解剖

日本林学会誌69－2

1987年2月p.59～63

○加藤正人：ランドサットTM

データによる樹種分類(1)一

TMデータの有効性

北方林業39－3

1987年3月p.11～16

林業技術No.5虹1987.4
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林 業関係行事一覧

4月

区分｜行事名

掌、|蕊:撫鱒．〃

主催団体・会場・行事内容等

日本木材学会。京都府立大学。木質潔境シンポジウム（2日）

日本林学会。九州大学農学部。総会・林学賞受賞者講演・会員研究発

表

艇林水産省・林野庁ほか。日比谷公剛。首都圏住民に緑化用苗木，花

の苗，種子の配布を行い，緑化思想の高揚を図る

国土緑化推進委員会。八王子浅川実験林。都市住民に緑と花とのふれ

あいを通じて，緑づくりの大切さを理解してもらう

東京国際見本市協会ほか。中央区哨海。内外の住宅および住宅関連製

品を一堂に展示する

栃木県・前橘営林局等。宇都宮市内。春の苗木配布会

前橘営林局。営林局構内。春の緑化木・木製品等の即売，治山・林道

事業の写真，森林教室のパネル展示，分収育林。ふれあいの郷事業の

PR,緑化相談コーナーの設置等

群馬県・前橘営林局等。前橋市内。春の苗木配布会

群馬県等（前橋営林局等後援)。前柵市内。園芸教室，フラワーコン

サート，草花の種・球根や緑化木の繭木等の無料配布。園芸施設，資

材，用土，切花，花木，特産物の販売等

需要開発センター。藤らしの木材展示館。新年度展示品入れ替えに伴

う展示品の即売会

東京営林局。高尾山国有林

秋田営林局・秋田営林署。秋田市仁別字務沢国有林。仁別森林博物館

の開館・緑のプレゼントなど

富山県（砺波森林組合に運営管理を委託)。西砺波郡福光町

八尾町。森林学習展示館・婦負郡八尾町

日本木材宵壮年団体連合会。フェニックスプラザほか（福井市田原)。

第4回木造建築研究フォラム・記念拙演会・木造建築研究フォラムエ

クスカーション

期間

4．1～3

4．2～3

中央苗木と花の配布会4．18

束京桜と緑と森林浴の災い4.25～26

〃 第11回東京国際グツドリ4.26～5.1

ピングショー

前櫛営林局栃木県苗木配布会4．8
〃 緑化木等即売会4．19

群馬県苗木配布会

ぐんまフラワーフェスティ

バル'87

4.21

4.24～30

″
〃

名古屋営林局暮らしの木材展示館の「展岨中旬

示品即売会」

東京営林局植樹祭4．22

秋田営林局仁別自然休養林の開園4．29

県富山県青年の山研修館開館

21世紀の森開館

県日本木青遮第32回全国会

員福井大会

篇 山
〃
井

一
一
５

８
９
－

２
２
４

４
４
４桶

(麓黛蕊化鱸鍵雲員会舗道脚燕化'嘩雲員会蝉遣府嘱)）
国土緑化推進委員会。次代を担う青少年(25歳以下）を対象に，緑や

森とのふれあいなど人と緑をテーマとした「詞」を募集する

県内7カ所

＜国土緑化関係＞

国みどりの「作詞」募集3．1～5.31

森緑化まつり4月下旬～

5月上旬

城団地・工場・学校みどりの4.3～22

日

植樹祭4.15～24

m苗木頒布会4．18

形緑のプレゼント・苗木露布4．21

会

島地方植撹祭4.1～5.31

市民緑化苗木配布会4．11

城苗木配布会4月上旬

木苗木配布会4.1～5.31

緑の音楽会4月中旬

馬苗木配布会4.15～30

玉春季県民植樹週間4.15～21

第38回県植樹祭4．24

全
背
宮 代表3カ所

県内6カ所

秋田市千秋公園

山形市・市民会館ほか12会場

〃

秋
山

福 県内12カ所

福島市中町

県内6カ所

県内18カ所

県庁前公圃

県内23カ所

県内一円

嵐山町菅谷館跡。「みなおしませんか森林の文化木の文化」をテ

ーマとした式典・記念植樹・映画会・パネル展示など

〃

駅
栃

〃

群
埼

〃

一

林業技術No.5411987．4
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主催団体・会場・行事内容等

県庁ロビー・千葉そごうデパート

新潟市街

県内8カ所

区分 行事

緑化ポスタ一展

苗木配布会

地方植樹祭

々
ロ 期間

4．20～25

4．1

4.1～

6月上旬

4．22

4．24

4．19

4月巾旬

4月中旬

4.4

4.10～12

千
新

葉
潟

〃

富 山苗木配布会

記念植樹

川緑と桜に親しむ日

井市民緑化苗木配布会

緑化樹木れん価即売会

梨小学校入学記念植樹

植木まつり

富山市街

砺波市高道

石川郡測来町（県林試）

武生市・敦賀市

武生市・大野市・敦賀市・丸岡町

県内各小学校

県緑化センター・中巨摩郡竜王町。緑化強鰡期間であり，象腱緑化の

推進を図る

県緑化センター・県緑推共催。中巨摩郡竜王町。親子で緑に親しみな

がら森林・緑化について，工作等を通じて学ぶ集い

岐阜市街・美臘加茂市

県内市町村

全県下

〃

石
福

〃

山

〃

｜チピッコ緑の集い〃 4．29

岐
愛

植木まつり

緑化木配布会

児童・生徒緑化作品コンク

ーノレ

船上グリーンコンサート

県緑化大会

阜
知

4．4，25

4．1～5.30

4.1～5．15〃

大
兵

阪
庫

船上移動コンサート(大阪域新橋・淀屋橋等周辺)・街頭キャンペーン

三日月町（三方里山公園)。緑の少年団交流集会・緑の相談所・苗木

配布

日高郡美山村初湯川

4.4

4.18

和歌山 全国植樹祭10周年記念緑

化大会

種まき式

緑の環境づくり運動

春の植樹祭

県植樹祭

みどり祭・グリーンコンサ

ート

4．17

島
岡
広
山
高

根
山
島
ロ
知

県立緑化センター

県内10カ所

安芸郡蒲刈町県民の浜

徳地町長者ケ原

土佐山田町県林試みどりの広場・グリーンコンサート・みどり祭式典

（みどりの少年団体験発表･緑化功労者表彰)・緑化木，椎茸，木製

品，木炭その他展示即売

4.17

4,1～5.31

4.24

4月中旬

4.4～5

5 月

区分行事名

全国第41回全国愛鳥週間「全

国野鳥保繊のつどい」
〃 鰯16回全国林業後継者大

会

期間
－

5．10

主催団体・会場・行事内容等

環境庁ほか。新潟県北蒲原郡黒川村（新潟県青少年の森)。野生鳥獣

保謹功労者に対して長官感謝状3点’紀念放鳥，記念植樹等

佐賀県。武雄市（武雄市文化会館)。第38回全国植樹祭を磯に全国の

林業後継者が一堂に会し，当面の林業の誹蝿，地域林業の振興の学習

活動，相互交流を深める

国土緑化推進委員会・佐賀県ほか。佐賀県嬉野町。天皇陛下のご臨席

を仰ぎ，国土緑化の高揚を図る

林野庁。代々木公園。都市住民に国有林の役割について理解を得るた

め，森林の産物即売，森林教室，展示等を行う

日林協会織室（詳細は本号P.46参照）

虎ノ門パストラル（東京農林年金会館）（〃）

日林協会議室（〃）

秋田営林局構内。各署からの木工品（職員の手作りを含む）の展示即

売，緑化木の販売

秋田県内，山形県内の各’ヵ所で開催予定

環境庁．（財)日本鳥類保護連盟・新潟県。新発田市．黒川村，胎内平

5．23

〃 第38回全国植樹祭

央森林（もり）の市

5.24

5.16～17中

日林協総会関係

〃

〃

秋田営林局

林業技術コンテスト

第42回日林協通常総会

日林協支部幹事打合会

森の市

5.28

5.29

5.30

5月中旬

潟|鰯"護のつど“
〃

新

5月下旬

5.9～10

主催…国土緑化猟錐委員会・都道府県緑化推進委員会(都道府県）

後援･･･林野庁（
＜国土緑化関係＞

）

林業技術No.5411987．4
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主催団体・会場・行蕊内容等期間
－

5．1～20

行 事名

緑の作文・ポスタ－．標語

聯集

緑化木プレゼントの会

ほつかいどうGreenコン

サート

道植樹祭

県植樹祭

グリーンソング県内ツアー

県植樹祭

つくる緑のつどい

県植樹祭

県植樹祭

親子みどりの教室

県植樹祭

県植樹祭

県植樹祭

グリーンフェスティバル

区分

北海道

5月上旬

5月上旬
″
〃 札混市教育文化会館。みどりの講演，在札幌外国人少年少女と緑の少

年団との交歓，苗木プレゼントほか

恵庭市恵庭公園

平内町

県内一円

下閉伊郡田老町

江刺市県緑化センター

平鹿郡大森町

長井市伊佐沢地内ほか7会場

5.15

5月中旬

5月下旬

5.10

5.25

5.15

5.15

5月中旬

5.17

5月下旬

5.29

5.9

〃

森
手

宵
岩

〃

〃

秋
山
福
茨
栃
群
千

田
形
島
城
木
馬
葉

大子町奥久慈憩の森

栃木市

伊香保町上ノ山公園

千葉市稲毛海浜公園。第38回郷土緑化県民大会，グリーンコンサー

ト，みどりの教室，県民の森がやってくる等

清和・大多喜・内浦山県民の森

日比谷公園

日の出町

立川町

森林浴のつどい

苗木と花の配布会

山の植樹祭

街の植樹祭

中学生による植樹週間

県植樹祭

緑の学校

県植樹祭

県民緑化の日

県緑化大会

県植樹祭

ふれあいの植樹祭

5.31

5月中旬

5.20

5.31

5.10～16

5.17

5月中旬

5.8

5.10

5.21

5.17

5.29

〃

東
一

捉艮

〃
〃
奈
〃

神 川

津久井郡城山町

新
篇
石
福
山
長

潟
山
川
井
梨
野

大門町水戸田

河北郡津播町県森林公園

南条郡河野村総合運動公園

大月市林業センター

飯山市斑尾高原。県・(財)長野県緑の避金・飯山市・長野営林局。植

樹・育樹，野鳥巣箱かけ，森林教室

可児市獺田岐
静

阜
岡
岐阜県みどりの祭り

県民の森まつり

県中央植樹祭・グリーンコ

ンサート

県植樹祭

緑化推進県民大会

森林浴のつどい

植樹の梨い

緑の教室

府植樹祭

県植樹祭

緑化フェスティバル

県植樹祭

都市・山村の交流と森林浴

の集い

緑の少年隊交流会

県みどりの日

グリーン・コンサート

７
０

１
４
１

由
ｂ
●

５
５
５ 小笠郡菊川町。ピリーバンバン，日商のり子出演，小中学生器楽演

奏，緑の少年団活動紹介，記念植掛菊川町茶まつりほか

半田市

伊賀町余野公園

名張市赤目四十八滝

彦根市

今津町

豊能町

吉野郡十津川村

県植物公園緑化センター

八頭郡智頭町

山県郡戸河内町深入山

〃

愛 知
軍

5.9

5月中旬

5.31

5月中旬

5.25

5月中旬
5．13

5．10，17

5．15

5．17

〃

賀滋

〃

火
奈
和
鳥
広

阪
良
山
取
島

歌

徳
福
佐

島
岡
賀

０
７
１
１
－
ｂ

ａ
ａ
５ 佐賀市城内美術館ホール。緑の子らコンサート，緑の少年団活動発

表苗木配布，新緑スケッチ大会入賞作品展および表彰ほか

太良町経ケ岳

諸塚村猿越公園

森林浴の集い

崎天皇在位60年・国際森林

年記念植樹

繩県植樹祭

5.10

5.8

〃

喬
巨
諦
押 5．30
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キの漏脂病”ミー レF1－ “レノ曰、一

1986年4月，福井県立短期大学

に再就職して農学科で林学教育を受

け持つこととなった｡4年制大学と

遮って，2年で教菱と専門を仕上げ

るのだから学生もかなり忙しいし，

教師も専門分野に閉じこもってばか

りいられない。林学のすべてとはい

わないが，概論と生物系部門のあら

ましは消化しなくてはならない。そ

の間に卒業論文のめんどうを見る。

卒論のテーマの中に前々から引き

続き行われているものに“ヒノキの

漏脂病研究”があった。もともと筆

者の専門はといえば，“天然更新の

研究”を北海道で数年手がけてきた

経験があるが，“樹木生理”で，“樹

病”はさっぱりである。しかし教師

としてプロフェッショナルな立場か

ら，研究の流れや問題点を把握して

いなくては話にならないと思い，ま

とめたものがこのminireviewで

ある。一年足らずのにわか勉強だか

ら，粗雑な面も多いと思われる。大

方の叱正・ご教示を請う次第であ

る。また文献収集にあたっては本学

今井諦師の協力に負うところが大で

ある。冒頭にあたって謝意を表す

る。

畑野健一

＊＊＊

最近出版された樹病学の著書35)で

ヒノキの漏脂病についての記戦を見

ると，“本病の病因については雪圧

説，害虫（穿孔性害虫）説，病原菌

説などがあるが，雪圧説・害虫説な

どでは-1-分納得できる説明が得られ

ていない”さらに“樹幹部からは細

菌や糸状菌が検出されるが，樹脂の

異常流出現象との因果関係は明らか

でない”とある。

そもそもこのヒノキの病気につい

て北島')が初めて学術雑誌に報告し

たのが昭和2年（1927）であるか

ら，60年の長年月を経ている。し

かもなおかつその病因について明確

な回答が出ていないのは何に帰因す

るのであろうか。筆者の関心はここ

にもある。

昭和30年前後，漏脂病について

の報文が数編2-7)出ている。被害地

は注6の千葉県以外の談雪地であ

る。伊藤3,心が述べているように"本

病発現の第一段階は樹体に傷ができ

ること”であり，傷をつける原因と

して雪圧･昆虫･病原菌などの説が生

まれていることは納得のいくところ

である。またこのころ営林局によっ

43

ては，沢筋に罹病率が高く，また孤

立木・林縁木に多く，アカマツとの

混交林で被害の少ないことから，間

伐による整理ならびに広莱樹の保残

など対策を指摘したものもある8)。

伊藤9''0)はさらに考察を深め，本

病がすでに大正5，6年(1916～17）

に発見・観察されて報告のあること

を述べ，また上記3説について①雪

圧による外傷ばかりでなく，強風に

よる枝の基部の損傷が本病発生の誘

因になりうること，②昆虫食害の傷

口から樹脂が出て漏脂病になること

は考えられない。スギカミキリなど

の昆虫が漏脂病によって衰弱した木

に二次的に寄生して枯死をいっそう

早めることはある。③被害組織の周

辺から病原菌を見いだすことができ

るものもあれば，認められないもの

もある。など既往の文献の取りまと

めを行っている。

ヒノキはわが国の最も有用な樹種

の一つであるから，造林が可能なら

ばなるべく広く植栽したいと考える

のは当然のことである。東北地方に

ついて見ると，漏脂病について混植

した林地では発生が少ないとさ

れ'3)，また立地・地味良好な所ほど

被害が多く，アカマツや広葉樹の侵

入するような劣等地には被害が少な

いといわれるﾕ3)。

雪と本病との関係は重要である。

これは雪圧とは必ずしも限らない。

東北地方において，被害患部と最深

職雪戯がほぼ同一位置であることか

ら，雪圧による物理的力，雪中と雪

表面との温度差による樹木の生理的

変化，また幼齢期における冬期低

温・風衝なども発生誘因として浮か

び上がる'6)。また傾斜方向について

樹体上部に被害が多いともいわれ

るﾕ8)。北陸地方多雪地帯における調

林業技術No.5411987.4
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世界最大のチーク造りの建造物

バンコクのヴィマンメーク・パ一ク・パレス

渡辺弘之

ヴィマンメークとは，「雲の上の

宮殿」という意味らしいのだが，バ

ンコクにあるこの宮殿が，世界でい

ちばん大きいチーク造りの建物らし

いのである。

ヴィマンメーク・パレスはバンコ

クのメインストリート，記念日によ

くパレードの行われるラチャダムヌ

ーン・ノック通りの突き当たり，国

会議事堂のすぐ裏にある。隣りがド

ウシット動物園ということになる。

国会議事堂前の広場に立つ騎馬像が

チュラロンコン大王（ラーマ5世）

であるが，このチュラロンコン大王

時代の1901年（明治34年）に建て

られたものだという。もともと，王

妃や皇太子の住む宮殿だったようで

あるが，王自身も数年間，ここに一

緒に住んでおられたそうだ。

ところが，次のラーマ6世の崩御

の後は，この宮殿も閉じられたま

ま，ほっておかれたらしい。1982年

のラタナコシン200年記念に修復さ

査では季節風を受ける側に被害が多

い'9)，漏脂病の病因としては雪圧あ

るいは凍害いずれも原因となりう

る”などの報告が出されている。

以上の所論を見ていると，本病は

大部分が積雪地で起こっているこ

と，そして昆虫食害による病因は薄

れていること，また病原菌による病

気ではなさそうだということがわか

ってきた。

さらに最近5年間に出された報文

を調べてみると，漏脂病ヒノキの被

害は比較的生長良好なヒノキに発生

林業技術No.5411987.4

れ，公開されることになったよう

だ。多くの人々がバンコクを訪問さ

れているのに，この世界最大の総チ

ーク造りの建造物をごらんになって

いないのも，そのためであろう。

建物はほぼL字形の3階建ての，

いわゆる西洋風。見学の際に買った

案内書によれば，約100の部屋があ

るという。チュラロンコン大王の書

斎，バスルーム，そして，中国・日

本・ソビエト・ヨーロッパ各国の食

器・工芸品が陳列されている約30

の部屋が見学できる。チークの産出

国，そして，巨大なチークのあった

ころのタイ王室の華やかな外交をし

のぶことができる。2階の隅には先

の大戦中，連合軍の爆撃で受けた傷

跡が，そのまま残されている。

カセツフ･－卜大学林学部での雑談

中に，ヴィマンメークがチーク造り

の世界最大の建造物だと聞いたと

き，よく磨かれ黒光りのするタイ式

の建物を想像したのだが，実際は全

が多く，また激害地は冬期の風雪お

よび気温との相関が高い。また種苗

の産地については，多雪地産が発生

の少ないことが指摘されている23〉。

また除間伐・枝打作業の遅れから起

こりやすいことが挙げられ，漏脂病

がアテにも発生することが知られて

いる別)。

漏脂病被害木の樹体内の解剖学的

知見から害虫加害との関連性は否定

され，樹脂流出部樹幹に数種の菌類

が検出されているが95)，樹脂流出は

樹皮師部傷害樹脂道から起こり，そ

ヴィマンメーク・パレス

くの洋風。そして，チークの壁,柱，

フロアーすべてにペンキが塗られて

いた。予想は外れ，少しがっかりし

たものである。

現在，バンコクの観光の第一の名

所ワシI､プラケオ（エメラルド仏寺

院）の入場料が値上げされ，そのか

わり，このヴィマンメーク・パレス

の参観券が付いている。バンコク訪

問の際は，ぜひ行かれるよう，お勧

めする。数人たまると，ガイドが英

語かフランス語で案内してくれる。

（京都大学農学部）

れに刺激を与えるものが病因である

という”･

ヒノキ漏脂病被害は多雪地帯にお

けるヒノキ造林地の調査が行われる

と，必ずといってよいほどついてま

わる。山陰地方の例")，岐阜県の

例33>がそれを示している。

ヒノキ漏脂病患部から盤菌類")，

糸状菌類80)が分離され，後者につい

ては接種試験が行われているが，こ

れが漏脂病の病因であるとするまで

に至っていない81)。

＊＊＊



ヒノキには病原菌に起因するほか

の類似した病気がある。栂腐れか漏

脂かの判定に苦しむ例の報告もある

が28)，一つは樹脂溝腐病ﾕﾕ,")で，こ

の被害は必ずしも積雪地に起こって

いないようである。また樹脂胴枯病

があるﾕ4，ﾕ7》。これは10年生以下の

苗木・幼齢樹に発生し，ヒノキばか

りでなくピャクシン類も侵される。

これも溌雪とは関係がないようであ

る。またヒノキ根株心腐病盤>がある

が，これも九州西部で報告されてい

るものである。

以上の文献を通読して病因の最も

有力なものとして気象害が挙げられ

る。しかも病因追跡がほとんど行わ

れてなく，具体的な試みとして積雪

地や冬季風衝地で樹体に傷をつけて

観察を続けるなどが行われていない

ことに気づいた。また積雪や凍害な

ど病因解明のための微気象データの

不足が浮き彫りとされる。

すでに樹脂発生時期の観察83>，枝

の湾曲による発病誘致の実験34)が始

められてはいるが，さらに種々の病

因究明の試験が強化されることを望

みたい。いつまでも昆虫・病害・気

象の3説並行では20年前に伊藤が

取りまとめたもの9,10)からさして進

捗していないということになりそう

である。

溌雪地におけるヒノキ造林にはそ

の他いくつかの障害があるようで，

その障害を乗り越えるにはヒノキ一

斉林の危険をさけること，また寒冷

多雪地帯の種子を用いること'6)な

ど，10年前に唱えられているが，

これが今どこまで実行されているの

か気になるところである。

蠣井県立短期大学教授）
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第42回日本林業技術協会通常総会の開催

および関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席下さるようご案内申し上げます○

記

行 事

’ 支部幹事打合会

支部幹事懇談会

日林協5階会議室
〃

※総会，理事会の会場東京都港区虎ノ門4－1-1TELO3-432-72m
佼通；東京駅→地下鉄丸ノ内線寵ケ関駅乗り換え日比谷線→神谷町駅下車徒歩2分〕

専門委員，委員において審議を了し

'蝋会のうごぎ;’た(試験合格者85名,無試験認定
者61名)。なお，62年度の試験案
内は6月上旬になる見込み。

4．3月19日，秋田市において利
雪型地域開発計画淵査の第2回委
員会を開催した。

5．3月27日，本会会識室におい
て,ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝダによる山
地崩壊予測手法の開発調査に関す
る委員会を開催した。
◎研修室の設置

3月25日付をもって，内部組織
を改編し，総務部に研修室を置き，
職員の技術資質の向上を図るとと
もに，海外研修員の受け入れ業務を
行うこととした。

◎常務理事会◎タイ国研修員受入れ
昭和61年度第4回常務理事会を国際協力事業団からの依頼によ
つぎのとおり開催した。り，タイ国王室林野局ウポン・ラチ
とき：3月18日(水)11時よりヤタニ営林局長プラパット・サエン

ところ：日林協会議室サクール氏の研修を受け入れた。
議案：会務運営について研修科目：国有林管理計画
猪野理事長から，日ごろの会務運期間：3月4～24日
営に対するご協力に謝意を述べたの◎調査研究部関係業務
ち，61年度の収支見通し等会務運1．3月24日，本会会議室におい
営について詳細説明し，全員異議なて，松林の健全化促進調査委員会
く了承された。を開催した。

出席者：猪野，長谷川，尾崎，栗2．4月7日,本会会議室において，
原，滑川，人見，松田，吉田，上飯水源地森林機能研究会を開催し，
坂，鈴木，鎌本，湯本，佐藤の各常①堆砂・濁水対策手法の検討，②
務理事等，村松理事，新庄監事，松昭和62年度調査実施方針につい
井，坂口，福森，小畠各顧問，（参て審議した。
与）林野庁計画，造林，研究普及，◎技術開発部・調査部関係業務
林道，治山，経営企画各課長1．3月10日，高知市において四
．林業技士資格認定委員会国南央地域整備計画調査の委員会
昭和61年度の林業技士認定委員を開催した。
会をつぎのとおり開催した。2．3月16日,大分市において，国
1．3月6日：専門部会鱗林評価，産材主産地人材育成確保対策調査
林業機械，森林土木，森林経営）の委員会を開催した。
2．3月12日：林業技士認定委員3．3月17日，本会会議室におい
会て先進国林業関係制度調査の鋪3
いずれも本会会議室において，各回委員会を開催した。
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」や2……”。..､、；;、‐，張蓉:東京8:-83i湖:？ １

刊 行のご案内，・，

☆刊行以来大きな反響一『朝日』『読売』『毎日』『日本農業』『京都』新聞く読書･文化柵>で本書を紹介ノ

森のきた道一囎繍鮎繭扇｡"鴬瀞
枢要の地位を歴任した著者が，膨大な資料を駆使して綿密な考証と巧みな語りで好評を博したく林業技
術＞連載「物語林政史」待望の刊行／（縦組みとし，資料写真・人名索引を付していっそうの充実をはかり
ました）●これまでの正史，逸史，秘史の枠を越えたノンフィクション史話。③諸々 の基本政策の創始，変
遷の過程を時代の背景とともに活写。
「･…･･大久保利通がドイツ流林学を導入する逸話,それが官僚磯構の中で屈折し,貫徹し,現代に何を残したか,歴史的
人物の挿話とともに興味深い。無味乾燥の林政史にドラマを持ち込み，同時に政策史の流れを骨太に描いた労作」（『毎
日新聞』3月24日付読書欄）

’

<改訂版〉新｡森林航測テキストブック
錦織豊蝋室渡辺宏著A5判264頁定価3,000円(〒共）

空中写真は，森林資源調査や森林計画樹立のためだけでなく，今では林業のあらゆる分野で
利用されています。林業技術者はだれでも空中写真測量技術を修得しておく必要があるといえ
ましょう。

本書は，空中写真測量の基礎から実務までをわかりやすく解説し好評であった旧著を，技術
・機器の進歩・改良に対応して大幅に改訂しました。＜演習＞の項には本書の1/4のスペース
・を割いて編集されており，研修用にも最適の教材であります。

’発行日本林業技術協会
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